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申命記　1:1-4
　申命記はモーセの遺言のようなものだ。イスラエルをリードしてきたモーセも、まもなく生涯を終えようとしていた。そういう時に、ぜひともイスラエルに言い残しておこうとした事柄が、ここには盛り込まれている。すでに語られたことの再確認も多いが、それは民数記までの記述にとって最良の解説書とも言えるので、大いに興味を持っていただけるはずだ。人は最後に何を語るのか。自分にとっての、を思い浮かべつつ、この申命記を読み進めていただければと願う。
 
 
申命記　1:5-8
　モーセの話は、エジプト脱出ではなく、あのホレブ山で十戒を受け取った時のことから始まっている。イスラエル民族が神との関係を明確に誓約した時だから、信仰的にはこれこそ出発点と言えるだろう。エジプトから救い出すだけでなく、祝福に満ちた新天地を与えるという神の力強い約束が語られている。今の私たちに当てはめるなら、神の恵みとは罪が赦されてもう罰はない、ということだけではなく、そこから先に豊かな日々を、神と共に歩む日々を用意して下さっている、ことにつながる。この点を間違えてしまうことが多いので気をつけたい。受洗の時は、今からが本番、なのである。
 
 
申命記　1:9-15
　イスラエル民族を率いるにあたり、モーセは自分一人ですべての民と向き合うのではなく、様々な人数レベルの長を立ててそれぞれの集団をリードさせる方式を定めていた。むろん自身は最終的な責任を負い、全体としてのリードを担っていたのだが。このやり方自体は合理的であり、民のためにもなる良いものだが、申命記の冒頭でこの話を持ち出したのは少々不可思議だ。以降に述べられる民の混乱が、モーセの指導が行き渡らなかったためではなく、民の本質的な課題に由来することを指し示そうとしたのか。直後でも、せっかくのリーダーたち自身が神に背く道を提唱したことが語られている。民をどう導くかについて、モーセが心を砕き、また危惧していることが見て取れる。実際にも、ヨシュア以降はその点から破綻していった。
 
 
申命記　1:16-18
　公平性、とりわけ、弱い立場の者を大切に守り支えることについても、モーセはこの冒頭で語っている。その意識は、イスラエル民族が全うに進んでいくための重要な試金石であったのだろう。律法の中でも繰り返しこの点が語られていた。ルツ記などは、そういう姿勢が守られていたがゆえの幸いが語られている。今日の社会においても、その点への真剣な配慮の有無は、社会としての成熟度、真っ当さを指し示すものと言えるはずだ。イエスはもっと単刀直入に、隣人を愛せ、と教えられたのだが。
 
 
申命記　1:19-25
　話は一気に、40年前、イスラエル民族がカナン到達を目の前にして恐れをなし、逃げ出した出来事に傾けられている。この時のモーセ、そしてイスラエル人にとってはまさに原点、なぜ今自分たちがここにいるのか、その理由を示すものであるからだ。彼らの過ちは40年もの放浪生活をもたらすほど重大なものであったのだが、その意味合いが指し示されていく。まずはカナンがとてもすばらしい土地であったことが語られていく。それは皆が納得していたことで、つまり、神は人々に約束されたのはとても良いものだった、ということを意味する。エジプトを旅立つ際の神の約束は、決して嘘偽りではなかったということである。この原点をちゃんと見定めておくことは大事だ。
 
 
申命記　1:26-33
　目の前に立ちはだかる困難は、それ自体としては確かに恐れおののきたくなるものだろう。町々の城壁は高く、住民も大きいのは事実だ。でも、その地は神の約束通り肥沃なものであり、そしてまた神はこれまでもずっと守り支えてきて下さっている。となれば、鍵になるのはただ一つ、神を信頼するかどうか、言い換えれば、主なる神は信頼できると認めるのか、それとも頼りないから期待するのはやめておいた方がいいと考えるか。その地の状態がどうかは本当のところ、大きな問題ではない。これは信仰の課題であり、神を信頼するかどうかの選択だ。人々はただ、目の前の事態が厳しいから無理、と結論づけているけれど、その発想そのものがずれている。このことは時代を超えていつでも私たちに問いかけられていることだと知っておきたい。
 
 
申命記　1:34-40
　この時、神がなさった対処は、とても恐ろしいものだ。その場ですぐさま火が降ってきたり、病気が発生したり、ではない。何事もない状態とも言える。だが、まさに何もなしというのが、神を信頼しない者たちに対する神の応答であったのだ。そう、神に期待せず、神を求めない者たち、信頼しない者たちに対しては、神もまた何もなさらない。求めないなら助けもない、導きを信用しないなら神も何も導かない。面倒がなくていい、神はいらないと言う人もあるだろうが、これこそ最も恐ろしいことだ。そう神の守りと助けがなくなってしまったら、それは光が失われるのと同じだ。神などいらないと人類は叫び続けているけれど、それがどういう意味なのか、最も深刻な事態が何なのかを、私たちはよくよく気づいておかねばなるまい。目に見える罰などはまだしもなのだ。
 
 
申命記　1:37-38
　モーセが約束の地に入れないということを告げられてしまったのは、もっと後の事件によるものだと、民数記には記されている（申命記でも32:51）。だがモーセはここで、実はあの時もそのような宣告があったのだと語っている。理由は民数記のそれとは違い、民をふさわしく導ききれなかったことのゆえ、というように読める。聖書全体からすると、あの結末の理由はやはり水の事態であると思われるが、モーセ自身は神との関係の中で、今のこの事態に至ってしまった責任を深く受け止めていたのだと思われる。むろん悪いのは民自身だ。だがそれでもなお指導者として、モーセは自らの責任を自覚している。この重さを無視して、神の前に指導者として立つことはできない。
 
 
申命記　1:39
　神の宣告は、いわば期限付きであった。次の世代は約束の地に入ることができるのだと約束されている。この時の神の言葉はとても厳しいものだったが、でも、約束の全面破棄ではなかった。当時のイスラエル人は現代の私たち以上に子孫の繁栄を切望していた。それこそが自らの幸いでもあると。そういう彼らにとって、この宣告は厳しさの中にも希望が宿り続けるものであったのだろう。神はまたイスラエルを見捨ててはいないのだ。
 
 
申命記　1:41-46
　イスラエル人は単純なようだ。神に叱られて、だったらすぐさま元の命令に従おうとする。さすがにこの時の宣告の重さを彼らは痛感したのだろう。でも、宣告はすでに発動している。だから、どうにもならない。今さらカナンを責めてみても、もはや神の助けは存在しないのだ。彼らにできることは次の世代を待つこと、その世代が神の前に立てるように養い育てること。自分の考えとして良いと思うことではなくて、神は真に何を望まれているのかを、聖書全体から悟る心を育てていくことが、これは現代においても急務であろう。
 
 
申命記　2:1-8
　旧約はともすると神はイスラエルだけをひいきしているように読まれてしまうが、神は明確にエドム人の支配権を認め、それを侵害するなと命じている。エドムは決して神に従っていたわけではないのだが、それでもなおこの扱いである。むろんそこにはエサウの子孫だという関連があるのだが、それにしてもこの扱いは、神が確かに全世界の主であることを思い起こさせてくれる。神の民と言えども、人々の権利を奪う資格はない。後のキリスト教世界の姿への厳しい警句となろう。
 
 
申命記　2:9-15
　続きのところと同じようなことが語られているのだが、まずモアブ人のことを考えよう。エドム人同様、モアブ人についても、彼らの支配を侵害するなど語られている。それと共に、モアブ人やエドム人が先住民族を追いやったことが語られて、これからイスラエル人が取り組もうとしている使命と重ね合わせられている。つまり、この両民族が成し遂げたのだから、あなたがたも恐れずに邁進せよ、ということだ。イスラエルはかつて恐れて逃げ出した経歴があるので、神は切々と彼らを励まして下さっている。祝福を手に入れさせようとして神が励ます、という図式はいつも繰り返されている。そこまで思いやっていただいていることは、実にありがたい。尻込みしがちな私たちだからこそ。
 
 
申命記　2:14-25
　かつて尻込みした世代が死に絶えて、イスラエルは代替わりした。今度こそ、である。それにイスラエルの場合、たとえ自分が行けなくても子孫が手に入れられるならば満足、という感覚も強い。エドム・モアブと回避すべき相手が示された上で、ついに戦うべき相手が示された。この違いは、単に民族的なことだけではなくて、当時のカナン住民の退廃ぶりがあまりにもひどかったことも関連すると言われている。それは単なる神への不服従ではなく、人は自らの行為に責任を取ることになるのだ。
 
 
申命記　2:26-37
　ヘシュボンの王シホンへの申し出は、この話の流れからすると明らかに、攻撃を前提とした最後通牒のような意味であり、本気で衝突を回避しようとしたものではないだろう。仁義を通した、みたいな言い方をしたら、ちょっと違和感があるだろうか。でも、この時代でもやはり、むやみに戦うのではなくて、手順を踏む必要はあったのだと目される。むろんそこには、もしもシホンが同意したら友好関係、という可能性はあるのだが、敵対せずに神に寄り頼んでくる者は受け入れるというのは、神の指示に見られる基本姿勢でもある。
 
 
申命記　3:1-11
　荒野をさ迷っていた、根拠地も持たない民が、それでもなおバシャンやヘシュボンに勝ち得るというのは、よくよく考えればとてつもないことで、まさに神の力が豊かに注がれていることを思い知らされる出来事だ。こういう出来事を通じて、神への信頼と期待を自らの心の内に育てていくことを望みつつ、モーセはイスラエルにこれらの経過を語っている。だが、残念ながら民は、せっかくの幸いから学ぶ所があまりにも少なかったようで、ヨシュアの時代に入ると、その取り組みは萎縮したものになってしまっていた。
 
 
申命記　3:8-11
　イスラエルに約束されていたのは、本来はヨルダン川以西の土地である。だが、ヘシュボン・バシャンとの戦いによって、ヨルダン川東側にも広大な土地が手に入った。アブラハムには告げられていなかった分だけれど、この土地はイスラエルの安定には大いに役立つものであり、神の恵みと言うことができる。神はこのようにして、予定以上に祝福を下さるのだけれど、だからこそ、それを受け取る側の姿勢がより強く問われていくことにもなる。祝福が祝福になるか、それともせっかくの幸いが落とし穴になってしまうのか、だ。
 
 
申命記　3:12-22
　ヨルダン川の東にある領土は、ルベン・ガド・マナセに割り当てられた。ルベン・ガドからの要請によるものだったが、イスラエル全体のために先頭に立って戦い続けることを条件として、他の部族よりも先に彼らは領地を手にすることになっている。この地域は防御ラインにもなるので、二部族では心許ないということでマナセも加えられたのだろう。この割り当ては全体のバランスとしては良い方策だったが、でもそれが両部族の自己中心的な欲求の発露にならないように、モーセはしっかりと統率している。「悪くない」だけでなく、より良き機会としていくことを目指すのは、とても価値あることと言えるだろう。
 
 
申命記　3:23-29
　いよいよ約束の地を目の前にして、モーセはやはり、その地を自分の足で歩いてみたいという願いを強く抱いたようだ。彼自身の過ちゆえにそれは認められていなかったのだが、でも、再び切望したようである。でも、神の答えは変わらなかった。モーセに対する神の祝福は十分であり、その地を自分で歩くかどうかがこの使命の正否を決めるものではなく、むしろ、次の世代がちゃんと受け止めていくかどうかこそが鍵であるからこそ、神はこの懇願を拒否なさっている。歩くかどうか自体は些細でもあると思うのだけれど、でも、むしろモーセの使命の意義が明確にされていくためにこそ、神は厳しく対処なさっている。こういう厳しさはよくよく受け止めたいものだ。
 
 
申命記　4:1-8
　ここまで、歩んできた道のりを振り返った上で、これから約束の地に入っていく民に向けて、どう生きるべきなのか、その指針がしっかりと指し示されていく。内容はすでに語られた律法と同じだが、語り口調などはより強く、そして必死の思いが強く込められている。とりわけ、偶像礼拝への警告が語られていくのは、これまで荒野の旅を続けている時にはさほど誘惑も多くなかったものが、定住に入れば一気に周辺からの影響が強く入りやすくなり、であるからこそ、真の神、真実に人々を助けてくださる神への心を曖昧にするなと、強く戒められている。隔絶した世界に暮らすならさほど気にしなくても済む事柄が、でも、この世にあって生きるのであれば覚悟をもって向き合うべきことになるのだと、強く意識しておきたいものだ。
 
 
申命記　4:9-14
　ホレブ、あるいはシナイ山とも呼ばれるが、その地で神と対面した際のことが語られている。イスラエルの民は山を揺り動かす神の偉大さを目の当たりにして恐怖を覚え、震え上がったのだ。もともと神の意図は震え上がらせることではなく、民との親密な関わりを築くことが望みだったのだが、それを勝手に尻込みしたのだから、それなら恐れおののいて従えよ、と告げるモーセである。そこには、イスラエルの現実はそれとは正反対、恐れると言いつつ、でも神を軽視し、好き勝手にふるまうことをやめようとしなかったのが、この民の姿だった。それは人類全体の姿でもあろうかと思う。
 
 
申命記　4:15-24
　像を造り、拝むことについて厳しく戒められているのは、まずは、その点の違いが当時のカナン諸民族の宗教との違いを明確に示すものだったからだろう。と同時に、主なる神を礼拝する際にも像を用いてしまう過ちが後に続出するが、像にしてしまうことで神への畏敬や信従の念が曖昧になり、自分たちが神を支配できる感覚に陥ってしまうためと言える。真の神、祝福をもたらしてくださった神への崇拝の心が問われているのだ。
 
 
申命記　4:21-22
　この文脈で、モーセがカナンに入れないことが言及されているのは、行いの種類は全く違うけれど、あの事件が神をこそ崇拝させることを曖昧にしてしまったものであったからか。自らの過ちを示しつつ、決して同じことに陥らないようにと強く呼びかけているのだろうか。さもなければ、まもなく自らの手を離れていく民のことを、モーセが切に案じている言葉とも受け止められる。これからは支えてあげられないのだから、しっかり生きていくように、との懇願である。どちらにしても、単なる厳しさではなく、民の行く末を思う心が深く、強く宿っている。
 
 
申命記　4:25-31
　この通りの事態が、やがてイスラエルを襲うことになる。人々はこのような警告を忘れ、あるいは無視し、または高をくくっていたのだ。神の言葉は真剣に聞いておくべきだ。その真実は、人の思いを遥かに越えて現実であるから。聖書が口を酸っぱくして言い続けていることの重みを、よくかみしめておきたい。
 
 
申命記　4:25-31
　28節。自らの意志で偶像に走った者たちなのだから、それらの神々に仕えることをむしろ喜びそうなのだが、ここでは明らかに罰として、偶像礼拝をさせられるのだということが語られている。偶像礼拝に限らないが、人は穏やかに守られている時には悪を行う自由を叫ぶ。だが、もしも悪に陥るならば、もはやそこには自由はなく、ひたすら悪を行い続けさせられる、まさに奴隷の状態が出現する。人々が目指したのは自由ではなく、自らを失う道でしかなかったのだと、後になって初めて気づくのだ。
 
 
申命記　4:30-31
　この事態は民が自ら引き起こしたものであり、しかも恩義ある神を捨てた結果なのだから、もはや覚悟を決めて滅び去る以外には道がないはず、であるのだが、けれど神はこのように、まだ堕落してもいないうちから早くも回復の約束を語って下さっている。崩れ落ちていく人々を見てかわいそうに思って心を動かされたのではなく、人の性質を重々承知の上で、どこまでも助けを与えてくださろうとしている主のあわれみだ。だからこそ御子の到来と十字架が起こりえたのであるが。
 
 
申命記　4:32-40
　そう、イスラエルは神が自分たちに与えてくださった祝福の大きさを、よくよく知るべきだったのだ。あり得ないほどの恵みが注がれている。それは神への畏敬の念をもたらし得るものであると共に、これだけの幸いをどうして投げ捨てられるだろうかと、ごくごく冷静な損得勘定からしても、あり得ないことだと気づくはずであるのに。ただ、エデンでもそうだったように、人はこの幸いを捨てる。我が身を滅ぼしてまで、悪を慕い求めようとする。そうなのだと自覚し、自戒しつつ、だからこそ神に頼り続け、導きを求め続ける必要がある。
 
 
申命記　4:41-43
　逃れの町と呼ばれる、過失によって人を殺めてしまった者が、近親者の復讐から保護されるための場所のことだ。当時は、どんな理由があろうとも、過失だろうとも、生命には生命と復讐されることが基本的に認められていた。それを抑制するだけの社会的基盤がなかったのだとも言える。でも神は、意図せずに生命を奪ってしまった場合については加害者を保護する仕組みを設けられ、その仕組みを人々が保つようにと使命を与えられた。結局、このような事態は当事者だけではどうにもならず、周囲の社会、人々こそが事態を収め、導き、回復へと向かわせる責任を負うしかないのだ。そしてこれは、神が民全体に約束されたあわれみを源として考えられていくべきものでもある。
 
 
申命記　4:44-49
　ここまでがひとまとまりの教えである。イスラエルの現状、どうしてここまで来たのか、自分たちの立場は何なのかということが語られてきた。自らの原点を確かめ直すことは、これからどのように歩んでいけばよいのかを考える上で、とても重要な基盤となる。語られるべきことはまだまだあるが、それらを受け止めていくためにも、この原点を確かめ直していかねばならない。
 
 
申命記　5:1-5
　別の機会に語られたものなので、話は序論的なことから改めて始められている。ホレブで神とイスラエル民族との会見がなされた時、民は神を恐れて尻込みしたことが指摘されている。確かに神の偉大さは震え上がるものだったろう。でも、あのとき、モーセを仲介役にしないで自ら神の前に立ち、神の真実と幸いを自らのこととして受け止めることをしなかったのは、後々、イスラエルが神との関係が親密になりきれないことになったのと深く関係しているはずだ。それだから、ダビデのように神の懐に飛び込む人が目立つことになる。新約で、神とのより密接で親密な関わりが強調されていくのも、この距離感が懸念されてのことだろう。恐怖ではないのだと、ローマ8:15も語っている。
 
 
申命記　5:6-21
　十戒が改めて告げられている。これがイスラエルにとって神との関係を確かめていく上で、基本となるものだったからだ。同時にこの内容は、いつの時代、どの社会においても、人が主なる神と向き合っていこうとする際に、その状態を確かめるために最も有効なチェックリストとも言える。はたして今の自分の状態はどうか。神とちゃんと向き合っているのかどうか。どれほど神に熱心だと言っていたとしても、もし、十戒から外れているとしたらその信仰はおかしいのだ。むろん、人はこの十戒を完全に実行できないのも事実で、だからこそ神の助けと赦しを願う必要がある自らだと知るのでもあるが。十戒は繰り返し読まれるべきだとの提言に賛成だ。
 
 
申命記　5:22-27
　ここでは、あのとき民が神を恐れたことを肯定的に語っている。それは28節からに続いて語られているように、その恐れがしっかりと人々の心に根付くことが願われるからこそだ。単なる恐怖ではなく、強いから離れていようではなく、触らぬ神にたたりなしではなく、神を恐れ敬うからこそちゃんと従っていくぞという、そういうものであることが求められているからこそだ。モーセはあえて肯定的に語っている。だが、まもなく彼はいなくなり、神と人々との間に立ってきた者がいなくなる。この時人々が求めたような関わり方では済まなくなることを分かっていたモーセとしては、もう一歩人々が踏み込んでくることを切望していたはずだ。
 
 
申命記　5:28-33
　主は民の恐れを、それ自体としては認められた。でも、本来は直接の関わりを意図されていたのだから、一時的な留保としての承認だったと考えられる。あいにく恐怖は、だめだと叱咤しても解決はしない。いずれはモーセがいなくなることを前提としつつ、だから神は、神が恐怖心とは別のところで、ちゃんと神と向き合っていくことができる道筋を示されている。それが神の教えを聞き、それにちゃんと従っていくこと、である。神の威光を見上げることは怖くても、神の言葉を心に刻み、それに従って生きていくことはできるはずだ。そしてこれは、神に従うという姿をよりよく具体化していくものとして、この後、強く提唱されている。マタイ7:24-27も参照したい。
 
 
申命記　6:1-3
　神の教えに従うことが語られていく。本来、人の思いというものは、その人がどのように生きるか、その言動の中にこそ、真意が込められていく。誰かを好きだと言ったとしても、もし、その相手を大切にするような言動がないとしたら、それは単なる自己満足の感情に過ぎない。テレビの中のアイドルに熱中するのと、人生を共に歩む相手（恋人だけでなく、友人にしても）との関わりとは違うように。だから聖書は、神への感情的な高まりだけではなく、その言動、生き方そのものを問い、それだからこそ、様々な具体的教えを告げている。律法があのように細かく語られていったのは、とても重要なことなのだ。
 
 
申命記　6:4-9
　4-5節は律法の核心としても有名だが、それがどのようにして実行されていくのかについて、ここにははっきりとした手段が指し示されている。それは、神の教えに関心を持ち、しっかりと受け止め、心に刻み、従っていくこと、である。神に対するただの熱情ではなく、高揚感でもなく、あるいは神との神秘的な交流でもなく、すでに告げられている神の言葉に向き合っていくことこそ、である。マタイ7:21-23も合わせて考えたい。
 
 
申命記　6:10-12
　なぜ、主に聞き従うのか、尊重するのか。その理由が明確に告げられている。それは、この民が手にしている幸いは、自分の力ではなく、ただ神からの恩恵として与えられたものであるからこそ、だと語られている。なるほど、だとすれば、その神をないがしろにし、神から離れてしまえば、当然のこととして神の助けが失われ、民は一切を失うことになる。苦境は、神からの刑罰ではない。それは我が身を守っている命綱を、自ら切り捨てたことの結果に過ぎないのだ。神との関係の基本が何であるのかは、よくよく心して覚えておく必要がある。
 
 
申命記　6:13-15
　他の神々を崇拝することがなぜ厳しく断じられているのか、話の流れを見るならばよく分かるだろう。神によって助け出され、神の祝福と守りの中で幸いを得てきた者が、その神をないがしろにして他に寝返るなど、人間社会においても許されないことだ。神は世界中から諸宗教を排除しようとされているわけではない。人々にちゃんと祝福を与えて、その上での神に忠実であれと諭すのだ。だから、キリスト教には本来、聖戦の思想はない。神ご自身に、力によってこの信仰を展開する意図がないからだ。でもそれは、主の恵みを受けた者としては、よくよくこの方のみ、を大事にしていくべきことを伴う。
 
 
申命記　6:16-19
　イスラエルは何度も神に背いたが、マサの出来事は象徴としてよく取り上げられる。それはこの時民が、神に対して暴言を吐き、神の助けには何の意味もなかったと吐き捨てたからだ。問題に直面してうめき、神に向かって嘆き、あるいは、助けが遅いと感じられて神をせっつくのは悪くない。だが、神の守りと助けを投げ捨てることは、自らの命脈を絶つことでしかない。新約で、どんな罪でも赦されるが聖霊を汚すことは赦されない、と告げられているのも、神の救いの御業そのもの、人の心をも変えてくださる主の力を否定し、拒むことを意味するからだった。神に頼るがゆえの欲求と、神を必要としないとしてしまう愚かさは全く別ものだ。
 
 
申命記　6:20-25
　これはとても大事なことだ。次世代に神への信仰、その真実を伝えることは最も大事な使命である。それは単に教説として伝授するだけではなく、暮らしの中に組み込まれている諸事を通して、体験的に受け止めさせていくことに意義がある。律法には様々な祭りが定められていたが、信仰を生きる、暮らすという体験としては、それは大いに価値あることだった。現代は信仰を単に理知的なものにして、スマートに受け止める傾向があるが（あるいは思想的なものとして）、もっと地道な生活であるほうが、聖書の語る信仰に結びついていくだろうに。信仰は、習慣であるべき面も存在するのだ。
 
 
申命記　7:1-6
　神の取り扱いは、このカナンに住む民族に対するものと、その他諸民族に対するものと、明らかに異なっている。世界全体について言えば、そこから偶像を廃棄せよと命じられたことはないし、その全てを占領せよと告げられたこともない。ここにある命令はカナン限定だ。その理由は、当時のカナンの民があまりにも堕落していたための対処であること（単なる異教崇拝程度ではない）が背景にある。それゆえ、聖絶の戦いであれと告げられている。これはイスラエルが多大な犠牲を払いつつも、何一つ利益を手にしない戦い方であり、神の民である人々に、この大きな負担を強いることによってこそ命じられているものなのだ。むろん、イスラエル自身がそれら堕落した風習に巻き込まれるのは厳禁である。
 
 
申命記　7:7-8
　不思議な言葉だ。イスラエルが神の恩恵を受けたのは、彼らに何かひいきにしたくなるものがあったからではない。何ら、特別に評価できるものなどなかった民。しかし、神は彼らを一方的に愛し（守ると決断したということ）、その先祖に与えた約束を必ず守るぞと神が決断されたから。だからこその特別扱いであるのだと。私たちは常に、自らがそのようなものに過ぎないことを知るべきだし、同時に、それにも関わらず神が顧みてくださっているという驚くべき幸いを、かみしめるべきだ。それは神の前に恐れおののくことであり、また、自らの足りなさを越えた神の恵みを確信させるものなのだから。
 
 
申命記　7:9-11
　誠実というのは、発した言葉に責任を持ち、しっかりと成し遂げることを言うことなのだと気づかせられる。この方が真実の神と呼ばれているのも納得だ。何も言わずに助けてくれるのも悪くはないけれど、信頼関係を築いて行くのはなかなか難しい。相手の思いが分からないから、信用して良いのかどうかが見えてこないからだ。聖書という存在からも分かるように、神は堂々と語られ、そしてその言葉の通りに事を進められる。私たちは、この方の約束は必ず、と信じることができるのは、何よりの幸いだと思う。
 
 
申命記　7:12-16
　これだけはっきりと、「期待していいぞ」と告げてもらえるのは何ともありがたいことではないか。人間社会では、なかなかこんな断言は聞けない。そう、幼い子どもの頃なら、親の約束は絶対だと信じて期待していたかもしれないが、それすらも確実ではないのだと徐々に悟るようになり、である。決して悪意はなく、本気で取り組んでくれても、それでもやはり結果としてはだめだった、というのが人の実態だ。せめて、だますつもりはなかったということに救いを見いだそうとするようなものだ。だから、神の約束は絶対、ということは、何とも驚くべきものであるし、そしてまた、大いなる幸いであることを思う。力不足という言葉が決して出てこないことを、聖書を読みながら確かめてほしい。
 
 
申命記　7:17-26
　尻込みというのは、人の歩みに常につきまとうものなのだろう。理由はいくらでも出てくる。相手が強大、自分が弱い、調子が今ひとつ、気分が乗らない、等々。そういうものをすべて振り払って勇気を旗印に突き進め、というふうには神は言っていない。その戸惑いは単なる弱きではなくて真実かもしれないのだ。自分を叱咤激励すれば何とかなる、わけではない。神はもっと確かな土台を指し示す。それは神ご自身が守り支えるという約束、確約である。ちっぽけな自分に意気消沈するのは間違ってはいない。それでもなお進んでいけるだけの偉大な支えがあることを忘れてしまうことが間違いなのだ。この違いは決定的である。
 
 
申命記　7:22
　敵はあっという間に消え去るのではなく、徐々にであると語られているのは考えさせられる。だとすれば、一気に事が動かなくても、それで諦めたりしないぞ、となる。遅々としていても、もうだめだなどとは決して言わない。むろん願いはすぐにでも、だけれど、忍耐して取り組む覚悟もまた必要だ。それに、すぐさまではない理由について、地域が無人になることで獣がはびこることを防ぐためともある。文字通りの野獣でもあろうし、他民族の侵入を防ぐためでもあるのか。イスラエルの民が安定してこの土地を手にするための配慮がなされている。それを忘れて自らの功績に一喜一憂の私たちである。愚かなり、であろう。
 
 
申命記　7:25-26
　この警戒心はとても大切だ。もったいない、などと考えるのは間違っている。それはもともと神が与えてくださった戦利品だ。それなら、神が捨てよと言うなら捨てる。もっとよいものを下さいと願うのはそれでいいのだから、廃棄せよとの命令にはちゃんと従う。それをやめてしまい、神ではなく自分の財を大きくすることに目が傾けられてしまうとしたら、それはつまり神はいらないと言い、自分の力、または諸神に頼るつもりだと言っていることでしかない。ちゃんと満たしてくださる神だからこそ、その指示に生きることは、人として不可欠の話だ。
 
 
申命記　8:1-10
　言葉は一部分だけで読むのは控えた方がいい。2節の言葉を見ると、人々を試すために神が40年も苦しみを与えたように思えてしまうが、決してそんな趣旨ではない。もともと40年の旅はイスラエルの民自身が招いたもので、神の当初の計画からは大きく外れたものだ。人々が神を信頼しなかったために起こった事態だが、だからこそ、40年のうちに改めて人々の思いが問われ、神を信頼して歩むのかどうかが確認されていった。その決意がなければここから先、カナンに進んでいっても破綻するだけだからだ。この試みは、神の満足のためではなく、民の安全を確保するためという意味の方がはるかに強い。
 
 
申命記　8:3-5
　訓練とあるが、その中身は、神が必ず守り支えてくださることを体験し続けること、である。日々マナという食料が与えられ続けたことは、まさにその代表例だ。これが信じられなければ、今すぐに逃げ出して、どこかに国に屈服するしかない。不安そのものはいつでもあっただろう。でも、人々は毎朝、今日もまた神が支えてくださっている、ということを体験し続けたのだ。4節はイメージとしての表現で、同じ服を40年着続けたわけではないだろうが、でも、衣食に不足することなく歩んでこられたというのは真実だ。そして民がここから先に必要なことは、7-9節のように、神がすばらしい土地を与えてくださるのだという約束が本物だと信じて進んでいくこと、である。そう、神が求められているのは、その祝福を信じ、期待して進め、ということなのだ。
 
 
申命記　8:11-18
　人間の深刻な課題は、祝福を与えられて良き日々を過ごせるようになった時、与えてくださった神を忘れ、自分の功績であるかのように思いこんでしまうことだ。せっかくの幸いが愚かな安堵につながり、手にしていたはずの幸いを手放してしまう。そんな馬鹿なことはしないと、民は言い切っていたのだけれど、でも旧約の歴史はそれが人の現実であることを指し示している。対策は難しいことではない。神の祝福に対していつも感謝し、神と共に喜び楽しみ、これからも祝福してくださいと祈り続け、期待し続ければいい。そうすればこれが神の恵みであることを忘れたりはしないだろう。決して、自らの功績だとは思わないことだ。
 
 
申命記　8:19-20
　もし、神を忘れ、神を捨てるならば、その結果は明白だと告げられている。それはそうだ。今あるのは神の守りと支えによるもの。それを捨ててしまうならば、もはや幸いの土台はなくなってしまう。はしごの上にいる人が、自分を支えてくれているはしごを壊すとしたら、後は落ちるだけである。改めて罰などと言う必要すらない。自ら、その幸いの土台を投げ捨てた結果なのだから。それにしても、人の持つ性質の愚かさを、自分たち自身のことながらも悩ましく思わずにはいられない。
 
 
申命記　9:1-6
　自分たちの状態が良くなると、他の人々を見下す傾向が強くなる。だがそれは最も愚かな姿であり、自らの幸いを台無しにすることでもある。もしクリスチャンたちが、自分らは他の宗教の人々よりも立派だと考えるなら、とんでもないことだ。その考えは福音の核心を否定することになる。そう、罪人である私たちを神があわれみと愛をもって救ってくださった、ということを、否、私たちが立派だから神の祝福があるのだ、と言うことになる。おごり高ぶってはならないのだ。
 
 
申命記　9:7-21
　自分が正しいと誇るなど論外、ということだ。イスラエル民族の歩みは、それこそ神に逆らい続けたものだった。シナイ山で十戒を受け取った、あの最高潮に神と近くあったはずの時ですら、人々は金の子牛を拝んだのだ。モーセが激怒し、また激しく悲しんだのは当然だ。でも人々はその痛みをわきまえていない。神に祝福していただいているのは幸いなことだ。でもそれが、決して自分たちの立派さのためではないことを、よくよくわきまえていなければ、すべてを失うことになると自戒したい。赦され、あわれみを受けてこその幸いなのだから。
 
 
申命記　9:20
　金の子牛事件の中で、アロンの失態は目を覆うばかりのものだ。彼は人々を導くどころか、それに追随するようにして民を滅びへと進ませてしまった。指導する立場の者たちは、自らに課せられた責任をしっかりと受け止めておかねばならない。これは宗教的なことだけでなく、人間の社会全体についても言えることだし、さらには、家族における指導性、あるいは仲間内での影響力においても問われることだ。人は、他の人のことについても問われているのだと、意識しておきたい。
 
 
申命記　9:20
　金の子牛事件の中で、アロンの失態は目を覆うばかりのものだ。彼は人々を導くどころか、それに追随するようにして民を滅びへと進ませてしまった。指導する立場の者たちは、自らに課せられた責任をしっかりと受け止めておかねばならない。これは宗教的なことだけでなく、人間の社会全体についても言えることだし、さらには、家族における指導性、あるいは仲間内での影響力においても問われることだ。人は、他の人のことについても問われているのだと、意識しておきたい。
 
 
申命記　9:22-29
　もう一つ、民が徹底的に神に逆らった事件として、最初にカナンへ到着するはずだった時のことが挙げられている。あのときは、神の導きを信頼せずに逃げだそうとしたのだが、結果、民は40年の放浪を余儀なくされた。それは罰と言うよりも、民自身が選んだ道筋と言うべきものだった。時に、正しい道を歩むがゆえに苦闘する場合もあるが、それとともに聖書は、自らの過ちのゆえに苦労せざるを得ない道を選び取ってしまっている人間たちの姿をも、厳しく語り聞かせていることを覚えておきたい。
 
 
申命記　10:1-5
　激怒したモーセが砕いてしまった十戒の板を、神が再び与えてくださったのは、逆らい続ける民を、それでも神はなお、ご自身の与えた契約を守り続けるぞ、という呼びかけを意味する。そう、人は神との契約を破ってしまっているのだが、神はその約束を投げ出してはいない。むろん、その約束は決して甘いだけのものではなく、厳しさも伴うものであるけれど、でも、もしも罪ある者たちがそれでもなお神に助けを求め、赦しを求めて立ち返るならば、神は再び受け入れてくださるというのもまた、神の約束。神との関係の基盤が、神ご自身の約束にこそ土台を置いていることを、何よりの幸いと思う。
 
 
申命記　10:6-7
　ここは人々に語った説教に、後から関連事項として書き入れたものだろう。ちょうど十戒の話をしていたし、アロンも話題になっていたから。アロンの子が大祭司になったことで、律法の継続性が明らかにされている。神の教えは一時的なものではなく、人が代わり、世代が変わっても、立ち続けていくものなのだ。一個人の情熱や才覚の問題ではないことを理解しておかないと、福音の受け止め方に間違いが生ずる可能性もある。
 
 
申命記　10:8-9
　レビ人は、人々の礼拝を支える役目を与えられていたが、それゆえに、通常の割り当て地を持たなかった。むろん、その代わりに特別扱いは受けているのだが、どうだろう、そうやって特別な収入を用意してもらっているよりも、自分の才覚によって事業を伸ばしていくことができる一般的な割り当て地の方が、暮らし方としてははるかに楽というか、やりやすいと思う人の方が多いのではないか。言い換えれば、そういう覚悟をもって公のために奉仕する志しというものが必要とされているわけだ。これは現代において、公務員とか学校の先生などにも当てはまることだろう。
 
 
申命記　10:10-11
　話は戻って、金の子牛事件の後、モーセが再びシナイ山に登った時のことだ。神は民の赦しを求めるモーセの願いを聞いて下さったが、そのために必要なこととして、モーセが民の先頭に立って導き続けることを責務とされた。モーセはすでに80歳を越えており、悠々自適を望んでもおかしくないのだが、神に必死に願ったからこそ、自らもまたこの民についての責任を担い続けることになった。祈りは偉大な結果を生み、神のすばらしい祝福をもたらす。だが、祈り願ったからには、私たちもまたそのことのために誠心誠意取り組む必要があるのだ。
 
 
申命記　10:12-19
　40年の旅を終えようとしていた民への言葉だ。神を心から信頼して、誠実に従え、ということ。それが律法の確信であり、神との関わりの要だ。だからこそ、金の子牛などに頼ってはならないのだ。そして17-19節にあるように、助けを必要としている人々のためには、身を削ってでも支えていけと、神が自分を支えて下さっていると確信するからこそ、他の人を思いやるだけの余裕はちゃんと与えられるのだと信じて、期待して、そのとおりになるのだと心して、だからこそ神を愛し、人々を愛する。全ては神への信頼に基づくものだ。
 
 
申命記　10:20-22
　そうなのだ。イスラエル一族がエジプトに来た時は、たった70人である。だが、神がアブラハムに約束されたとおりに、この民は増え広がった。今の自分たちを見るならば、神の約束は真実なのだと知り得るはずである。信仰のこともそうだ。最初の弟子などほんの一握り、アジアの片隅の人々だった。今、クリスチャンは世界中にいる。まだ過半数にもなっていないけれど、でも、何十億もの人々がキリストを信じているのだ。その重みを、神の御業のすごみを、心に刻んでおきたい。
 
 
申命記　11:1-7
　神の偉大さを心に刻むのは、直接の目撃者・体験者だけではなく、それを伝え聞いた者たちにも可能であり、必要なことだ。それは聖書でも何度も告げられている。だがここではあえて、直接の目撃者たちに向けて自分たちが見て体験したものの重みを分かっているのかと、問い質している。これは全ての信仰者にも言えることだ。その者たちは誰もがそれぞれに、神の御業や恵みの体験があるはずだ。大がかりな奇跡でなくても、日常の中も含めて、それを確かに味わい、確かめてきたはずだ。その意義は大きい。それとも、せっかく共に歩んできた日々を忘れ去って、神をないがしろにするのか。幼なじみの親友を飽きたからと言って邪険にするとしたら、愚の骨頂、人でなしであることを思えば、このようなありさまの愚劣さと罪深さが痛感できるのではないか。
 
 
申命記　11:8-12
　神との関係において、刑罰のことが取り上げられるのは、むろん大事なことではある。神に背くならば重大な結果を招く。ただ、申命記はこの関係を呼びかける時、罰則から語っているわけではない。それはむしろ祝福の約束に基づいて、だからこそ神に従い、神と共に生きよと告げている。祝福の源である神を捨てたら、そこに最悪の事態が待ち受けているのは当然だ。ただ神は、恐怖によって人々を縛るのではなく、豊かな恵みゆえにこそ人々に呼びかけ、共に歩む日々の持つ喜びが語られ、まさに人々の愛が傾けられていくことを願っているのだ。この姿勢は、私たちが福音を語り、あるいは受け止めていく上でも大事な違いであると思う。
 
 
申命記　11:13-17
　そう、厳しき言葉は、幸いの約束と表裏なのだ。豊かな幸いが約束されているからこそ、もし神を捨てるならばその幸いを失うことになるのだという指摘である。神との関係を考える時、人はしばしば取り違えている。私たちはゼロの状態で神の前に立ち、祝福ほしいですか、なくてもいいですか、と選択を迫られているのではない。すでに豊かな幸いが与えられていて、これからもこの幸いを生きていきますか、それとも全て投げ捨てて神の恵みを拒絶しますか、ということなのだ。神に助けてもらわなくても自分で何とかやれると言う人は少なくないが、前提を間違えている。助けてもらわなくてもそこそこやっているから大丈夫、というような状況では全くないのだ。
 
 
申命記　11:18-25
　神の恵みを体験してきた者としてこそ、ここに留まり続け、この幸いを決して手放してはならないのだということを、それがどれほど甚大な意味を持つのかということを、次の世代に伝えていく必要があるのだと語られている。その通りだ。自分一人が幸いで、それで済む話ではない。むろん、伝え方には人それぞれ、あるいは時代的な要素もあるだろう。でも、形としては様々でも、そこに切なる思いが込められていてこそ、私たちは言うことができる。私は神の幸いを心から喜んでいるのだ、と。
 
 
申命記　11:26-28
　道は二つに一つ、どちらを進むのかは人が自ら選び取ること。さあどうする。そういう問いかけは聖書に繰り返し語られている。本来的には、天地の造り主である神なのだから、問答無用、黙って従え、と言い渡すだけでも済むはずなのだが、神は人に尋ねてこられる。それは神が求めているのが支配ではなく、信仰であり、従うということであるからだ。神は世界を支配し、自然の何も、すべてを支配されている。だが、人に関しては、その姿勢で臨もうとされていない。神は確かに人を特別扱いされているのだ。のろいと書かれているが、厳罰に処すではなくて、むしろこれは、祝福の源である神を捨てたら何も残っていないという趣旨の方が強い。そして、これだけの問いかけを受けたからには、私たちは態度を明確にする責任がある。
 
 
申命記　11:29-32
　ゲリジムとエバルはすぐ近くにある山で、後にイスラエルはその地である種の儀式を行う。その内容は27章に出てくるが、つまり、どちらを選ぶのかをしっかりと見定めることが求められているのだ。もちろん、神と共に歩むことを、であるのだけれど、漠然と神を信じていますよ、ではなくて、自らの選択をしっかりと見定めることが問われていくことになる。それは決して、神の前に完全になることではないし、たぶんそれはできないだろうし、善の固まりになれるわけではないけれど、いろいろと迷う時もあるかもしれないけれど、それでも私は主を選ぶ、と、その意思表示をすることは、自らのために、そして神に対して、世に対しても、とても必要なことだ。
 
 
申命記　12:1-7
　現代で言えば、神を礼拝するのに教会堂に限定する必要はなく、家でも野原でも、いつでも礼拝は可能なのだが、この時、神はあえてそれを特定の場所、つまりは会見の幕屋、後には神殿に限定された。それは人々が勝手気ままに礼拝していると、結局それが神ご自身への信仰から離れてしまい、様々な偶像や異教の風習に紛れてしまうことが多かったからだ。列王記で王様たちが語られる際、主への信仰を大事にする人でも、これらの礼拝場所をそのまま残すか、それとも排除するかで、聖書の評価には違いが出ている。神が何らかの制約を加えられる場合、その大半は、人間が愚かなことをしてしまうからこそ、であることを自戒しておきたい。
 
 
申命記　12:8-9
　自分の正しいと見ることをしている、という言葉は、後の士師記を知る者たちには痛切なものである。人々は神の言葉を忘れ、神に聞くことを忘れて、自分たちが良いと思うことをするだけになってしまった。結果、民は大混乱に陥ったのだ。ここでは礼拝場所に関する話だから、「主なる神を礼拝するのだから、どこで礼拝しようがそんなことは自由じゃないか」との言い分があったのだろう。一見すると、それは筋の通った話のように思える。だがそれが堕落のきっかけになってしまっていたことを、まさに神の警告は真実であることを、私たちもまた学ばねばならないのだ。
 
 
申命記　12:12
　楽しみなさい、ということは、律法が教えている神への礼拝において、大事な要素である。人々が神を中心として生きていくのは、難行苦行のためではなくて、神にあって、そして人々と共に、楽しむためである。これは、自分たちの力で救いを手に入れるために頑張ることが信仰生活の主軸である宗教と、神ご自身の力によって救いを与えられたからこそ、それを喜び楽しんで生きていこうとする宗教との、大きな違いである。私たちの祈りにはもちろん願いもあるのだが、でも、この信仰の基軸は神への感謝であり、賛美であり、ということを、決して忘れたくない。
 
 
申命記　12:10-14
　この部分は前の箇所で語られていることの繰り返しだから、あっさり読んでいただいてもかまわないのだが、ただ、聖書にはこのように同じことを何度も語る箇所が多々あることは注目したい。現代のように用紙がふんだんにある環境ではないのに、あえて紙面を費やしているのだ（むろんいわゆる紙ではなくてパピルスなどであるのだが）。それほど懇切丁寧に、神は人々に呼びかけてくださっているのである。そしてこの好き勝手にするのではなくて、という命令も、人間同士なら「何が悪い」という話になる可能性もあり得るのだが、神との関わりだからこそ問われていることである。
 
 
申命記　12:15-16
　ある人々が輸血を拒むのは、このような箇所を理由としているのだが、語られているのはあくまでも食することであって、輸血とは全く別の話であるのは明白だ。それに食べるなと言う理由は、血というものが生命に直結する最も大事なものという理解があるからで、それゆえ、その最も大事なものは神に、人の取り分は肉の部分、ということだ。ならば、人の生命を救うために血を取り入れることは、むしろ神の御心にふさわしいことと言えるはずだ。本来の意味は、神を敬い、神を尊重することの必要性を行動を通して教えるための定めなのだ。
 
 
申命記　12:17-19
　食べ物に関する規定から、レビ人を大事にせよという教えが取り上げられている。ここにあるものは神に捧げたものだから、むろん、自分たちのものではない。のだが、主の前で開かれる宴会では、むしろ積極的にそれを楽しむことが語られる。神の意図はご自身だけの益ではなく、人々と共に喜び楽しむことだからだ。そしてだからこそその場にはレビ人が迎え入れられて、共に楽しむことが必須とされる。彼らをないがしろにしているようなところに、神との真の結びつきはないのだ。
 
 
申命記　12:20-28
　厳密に言えば、どんなに処理したとしても肉を食べる以上は血は残るだろうから、血の摂取というとことで言えば、この定めを守りきることは不可能だ。問われているのは、いのちは神のもの、という点をよくわきまえているかどうかである。そのことを日頃から意識していくための方策として、血に関する規定は用いられている。だから、今日、血の滴るようなレアステーキを食べていけないわけではない。でも、なおさらのこと、いのちは神のもの、ということをよくよくわきまえ、また、そのように生きていく必要がある。それは血を食さないことよりもはるかに重大な決意を私たちに問いかけるものであるはずだ。この世界は、いのちというものを自分たちの勝手な都合で安易に扱っているのだから。
 
 
申命記　12:29-32
　奇妙な話だが、自分たちが勝利した相手の風習、それも自分たちの見方をしてくださった神が忌み嫌う事柄に、なぜか人は惹かれていき、手を出し、自らをだめにしていく。自分の崇拝している神よりも強くてすばらしい神々に出会ったというのならまだしも理解はできるが、すべてを圧倒している神を信じる者が、それなのに意味のないもの、役に立たないはずのものに心を移してしまう。これが人の持つ罪の姿だ。それは神に対する罪であると共に、自らをも破壊してしまうものである。どうすればこの愚行から逃れ得るのか。この箇所からすると二つのことが言える。一つは主なる神のすばらしさをもっとよく知ること。もう一つは、それらの他のものがどれほど忌まわしきものであるかを、ちゃんと見極めていること。単に無視するだけでなく、この後者も必要なのだと言えるだろう。
 
 
申命記　13:1-5
　惑わす者はしばしば登場する。しかもそれらは口先のまやかしだけでなく不思議なこともしてみせるだろうと語られている。これは心しておきたいことだ。良さそうに見えるもの、すごいことをしてくれるものでも、だからといってそれが良いとは限らないということだ。イスラエルにとって、誰を信じ、誰に従うかの根幹は、その時々に良いことがあるかどうかではなくて、エジプトから救い出してくださった方は誰か、にこそある。全人類的に言えば、誰がこの世界を造り、人を造られたかであり、そしてまた、誰がご自身の贖いによって人を罪から救い出してくださったか、である。その場の一時的な「良さそうなこと」はいくらでもあるが、真の幸いをもたらし得る方はただお一人であるのだから。
 
 
申命記　13:6-11
　古代イスラエルにおいては、社会環境から対処の仕方がどうしても限られていたのだろう。律法に見られる処罰はしばしば死刑を語っている。そこまでせずとも対処できる社会に進展していることは幸いなことだ。死刑制度はいわば最後の手段であり、それに頼らねばならない社会は未熟と言われても仕方がない。ただ、ここで宣告されているのは、対処方法の選択の話ではなくて、どれほど親しい相手であっても、間違った誘いに対しては断固とした拒絶し、厳格に対処せよということだ。それは結局のところ、その相手のためにもなる。もしかするとその人は軽い気持ちで誘っているのかもしれない。それがどれほど深刻なことかを示すことは、とても意義あることだ。ヤコブ5:19-20参照。
 
 
申命記　13:12-18
　これは一部の人々が悪いことをしたので町全体を罰するということではない。彼らのたぶらかしに町全体が乗ってしまったということである。むろん、当初、そうやって偽りを吹聴した者たちが最も悪い。だが、それに同調してしまうならば、それは後から加わった者たちもまた同じであるのだ。いつの時代にも、様々な事柄について、間違ったことを言い広めようとする者たちはある。周囲はそれに対して明確に、それは違うと断じる必要がある。社会としての責任において、そしてまた、自らを過ちから守るためにも。もしそれに同調し、たとえ積極的ではなくても、まあ仕方がないと放置するならば、我が身を崩壊させることでしかないのだと心したい。
 
 
申命記　14:1-2
　禁じられている行為は、主なる神以外のものに服し、従うことを表明するものだ。人はたいがい自分が主導権を握り、この世界も、様々な価値観も、そして神々をも自由に扱っているのだと思っているが、現実は違う。人はやはり何かに影響され、心を感化され、自覚的にあるいは無自覚に従っている。神々だけではなく、様々な価値観であるかもしれないが。でも、真に人のことを思い、顧み、自ら犠牲を払ってまでも祝福をもたらそうというような存在は、主なる神以外にはない。だからこそ神は、人が他のものに付き従うことを強く否定される。人々の幸いを切望される方だからこそだ。そして意思表示には責任が伴い、ただの形式、では済まないのも、社会の基本常識であろう（なぜか日本では宗教的なことに関してのみ、この常識を無視する傾向があるが）。
 
 
申命記　14:3-20
　食物規定の意味について神学校の頃、仲間が論文を書いていたが、そうやって取り上げる必要が出てくるほど、こういう箇所の意図は捕らえにくい。ただ、当時の衛生環境や食生活のあり方からすると、気をつけるべきだったものとは言える。むろん、管理をしっかりすれば事情は変化するのだが。このような規定は、神の前に生きることを確かめるためのものとして受け止めたい。それ自体に害悪はなかったとしても、逆に、積極的に食べる必要性もない部類のものを用いつつ、主の言葉を尊重して受け止めていくことを生活の中に現していくのだ。新約でパウロは偶像に捧げた肉は食べないと言っているが、それもくだんの肉が悪いものだからではなくて、そういう行動によって主にある良きことを守ろうとする決意、選択であった。悪くないから好きなように、ではなくて、相手を思いやる心を大切にすることは、人間社会の中でも欠かせないことであるのだから。
 
 
申命記　14:21
　在留異国人に提供するのは良いと言うのだから、その食材に衛生的な問題はないのだ。これはあくまでも神の前に生きる者としての意志と決断の話であり、それによって自分が神と共にあることを大切に思っていることを表明するのだ。世に対しても、また自分自身に対しても。聖書の教えには普遍的な道徳もあるが、神の前に生きる者としての決断に関わるものもある。後者については、今はまだ神を崇拝していない人々には適用していこうとはしない姿勢が、聖書には繰り返し見られる。やがては主を信じる者となり、同じ意識の元で歩むようになってほしいのではあるが、今はまだ、ということだ。このわきまえは信仰に熱心な者ほど、よくよく心得ておきたい。
 
 
申命記　14:22-27
　十分の一の規定は、本人たちが食べるということからもわかるように、別段、神が所望しているということではなくて、神が与えてくださったものだと認めることを表す行為で、つまりは感謝の表明である。この趣旨を取り違えると税を取り立てられるような感覚になり、不満が生じてしまう。それにしても、遠方の場合の対応についても語られているあたりが、実に配慮に満ちている。それほどに、神の恵みを人々が共に喜び、共に楽しみ、そして感謝を覚えることがいかに大切か、ということでもあるのだ。やり方は違っても、その理念は今でも大事なことである。
 
 
申命記　14:28-29
　再び、社会の中で弱い人々のことを思いやるべきことが語られている。これも、良きことをしましょうとか、人に優しくすべきですよ、という意味合いからのものではない。神の恵みを深く感謝しているのだということを思い出せば、こういう対応がしごく当然であることがおのずとわかり得るだろう。この世界が良い形で動いていくためにはやはり、神の恵みを受けている自分、という基盤が欠かせない。誰かを赦すこともまたそれが鍵なのだと、聖書は語っているのだ。
 
 
申命記　15:1-6
　借金免除の方策は、政策としては評価の低いものだ。乱発すると国の経済がだめになるとも言われている。だが、神の定めにははっきりとした目的がある。自分の身内である相手を、借金の取り立てで破滅させるなど、あってはならないことなのだから、ということだ。確かに、である。金銭だけを考え、あるいは自分の負担を考えるとすれば、免除などあり得ないだろう。でもそこに大切な相手がいるなら、その人を助けたいと願うのだとすれば、事は大きく動くに違いない。そして神も力を貸してくださるとの約束。それを信頼することもまた、この取り組みの中で表明されていくのだ。
 
 
申命記　15:7-11
　この免除の規定については、全面的な帳消しではなくてその年は返済を延期して良い、あるいは利息がなくなる意味だとの説もある。ただ、それだと9節の物惜しみはさほど懸念しなくても良さそうだし、この懸念はヨベルの全面帳消しでも語られているものなので、どうかなとも思う。このヨベルとの関連もあり、具体的にどのように実行される規定なのか、聖書の言葉だけでははっきりしないところはある。ただ、その意図は明らかだ。神が人を顧みて、慈しんでくださっているように、私たちもまた他の人を顧み、慈しむべきだと、そう告げられている。それこそが祝福と繁栄の基礎でもあるのだと。他者の不利益によって自らの富を増やそうとすることでは、社会は決して豊かにはならないと聖書は語っている。現代においても問われるべきことだ。
 
 
申命記　15:12-18
　奴隷に関する規定もヨベルとのかねあいで、どちらで解放するのかというあたりが、今ひとつわかりにくい。ただ、その趣旨は明らかだ。何かの理由で自分の身を奴隷に落とさねばならなかった人がいるなら、何とかしてその人が再び立てるように援助することは、神の恵みを受けた者としては当然の義務だというのである。なお、こうやって回復できるという趣旨の奴隷は、後にアフリカ系の人を奴隷にした人種差別の観念とは全く別のものだ。存在そのものを下に見ていこうとする差別は、経済や政治的理由からの奴隷制度に比べて、はるかに忌まわしいものと言わねばなるまい。その意識が今もなお残っていることは、慚愧の念に堪えない。
 
 
申命記　15:19-23
　初子は神のもの、という理念は律法全体の中で繰り返し語られている。それは初子がその後に続く子ども全部を代表する存在だからだ。これは人間の場合にも当てはめられ、むろん動物とは扱いが違うけれど、神のもとに誠心誠意育てる責任が求められていく。現代風に言えば長子だろうが次男以降だろうが何の違いもないのだが、かつては長子こそ家を継ぎ、一族全体の方向性を決める存在であったので、現代よりもはるかにその意味合いが強かったのだ。ともかく、これは初子のみでなくすべては神のもとにある、という理念の現れだ。
 
 
申命記　16:1-8
　過越の祭りは様々な行事の中でも最重要として扱われている。それはこの祭りが、イスラエルが神によってエジプトから救い出されたことを示すものだからだ。神の恵みは多々あって、それぞれに大切なものであるけれど、全ての基盤となっているのはやはり救いそのものである。現代の教会がキリストの十字架を示す聖餐式を繰り返し行い続けるのも、これと類似する意義がある。神の祝福を受けて生きている自分の、まさに原点であるのだから。
 
 
申命記　16:1-8
　過越には、食事に関する規定が強く刻み込まれている。一つはパン種のこと、もう一つはほふられる羊のことである。それぞれにエジプト脱出時の状況をありありと物語るものだが、こうして食べるという行為、それも家族が一緒に食事をするという場面が祭りの最も大事な場面として定められているのは感慨深い。昨今は誰もが忙しくて、一緒に食事をすることが少なくなっているが、人にとって生命の源である食するということを、心を一つにする者たちと共に行いつつ、神の恵みの核心部分を確かめていくというのは、実に意義深いことである。ただの儀式ではなく、それはまさに生きることそのものであろうから。
 
 
申命記　16:9-12
　七週の祭りは、収穫についての感謝を表すものだ。喜びなさいとあるように、与えられた恵みを喜び楽しむのであるが、決して忘れてならないのは、それが神からの賜物であることだ。よく働き、よく労するほどに、自分の努力の結果という思いが強くなるかもしれない。確かによく頑張った。でも、頑張れたことも含めて、すべては神の祝福にこそよるのを、決して見失わないこと。そのためにも、収穫の際にはちゃんとそれを感謝し、神の前で喜び楽しむのだ。行事ではなくても、今日にも通ずる大事なあり方だ。
 
 
申命記　16:13-15
　仮庵の祭りは、イスラエルの民が荒野を旅したことを思い起こすものだ。それがエジプトからの解放であったこと、また、旅の間を神が守り支えてくださったことを、しっかり覚えているようにとの教えである。穏やかな日々を過ごすようになると、人はつい、どうやってそれが手に入ったのかを忘れがちだ。あるいは単につらかったことだけを考えがちだ。でも、そこには神の確かな支えと、そして良きものへの導きがあったことを、よくよく心に刻んでおくべきなのである。今の幸いをもっと幸いなものにするためにも。
 
 
申命記　16:16-17
　年に三度、というけれど、安息日ごとの規定もあるので、決して年に三度だけ神と向き合えば良い、ということではない。でも、そういう日常的な関わりとは別に、とりわけ重点的な機会として三度というのは、ちょうど良いくらいだなと思わせられる。間が空きすぎると忘れてしまうし、日常的すぎるとそれもまた印象が薄くなってしまうし、人の心というものはなかなかすんなりとは行かないものだからこそ、絶妙なタイミングに込められた神の恵み深い思いやりを感じるのだ。
 
 
申命記　16:18-20
　社会のリーダーは、どうしても必要とされる。皆がちゃんと意識していれば大丈夫、というような漠然としたあり方を、神は意図していない。それは無理だとご存じだからであるし、また、良きリーダーのもとではますます良いものを手にできるとご存じであるからだ。それだからこそ、リーダーは身を正しく処すことが不可欠であり、とりわけ重く、厳しく問われることにもなっている。それにマタイ20章でも、上に立つのであれば仕える者であれ、と語られているわけで、この責任の大きさは相当のものだ。神ご自身が任じてくださり、導いてくださってこそ、初めて事は動き得る。
 
 
申命記　16:21-22
 
DATE: 10/10/2013 01:01:00 AM
 
　主なる神を礼拝する祭壇の隣に異なる神々の像を置くというのは、むろん、主のもとに他の神々を屈服させるという趣旨ではない。様々な神を拝んでおくことで、より多くの安心を手に入れようということだ。いくつもの保険を掛けておく、という感覚である。保険はそれでいい。確実ではないし、絶対的に守ってくれるわけでもない。でも神は違う。その偉大さと、私たちに注いでくださっている恵みの確かさを思う時、それなのに他の神々にも保険を掛けるというのは、つまりは主を信頼していない、真に期待できるとは思っていない、そういうことの現れでしかない。神は人が従い、間違いを犯さないことだけを求めているのではない。むしろ、人が主を信頼し、期待し、より頼むことをこそ求めている。だが人は、その最も大事なところを回避しようとする傾向が強い。
 
 
申命記　17:1
　当時の人々は、こういう扱いによって病気の動物を差別するというような感覚は生じなかったようだ。これはあくまでも、捧げる側の意識を問う規定だ。つまり、悪性欠陥のある家畜は食用にも農耕用にも使い物にならないわけで、ということは自分にとって不要のもの、邪魔なものを神に捧げるというとんでもない行動ということになる。最善のものをと語られるのは、神がそれを欲しているのではなくて、人々の心がそこに表されていくからである。
 
 
申命記　17:2-7
　旧約に死刑がたくさん出てくるのを嫌悪する人は少なくないかもしれない。もっとも日本は死刑制度のある国で、でもそれを嫌悪する人は少ないのだろうが。死刑の是非はあくまでもその社会の状況に即して考えられるもので、一概にこうだと決めるのは難しい。死刑かどうか以前に刑罰のあり方全般に言えることだが。旧約当時は、死刑という方式を用いないと済まない現実だったのだろう。私は個人的には死刑制度に反対だが、日本の多くの人はこの国がまだそこまで成熟していないと考えているのだろう。なお、この規定からすると、死刑執行には厳格な定めがあり、慎重な扱いが求められていることがわかる。勝手に、あるいは勢いで処刑、ではないのだ。時代劇のような「切り捨てご免」はありえない。
 
 
申命記　17:8-13
　この記述からすると、死刑の目的は社会に対する教訓的である。むろん本人についても、自らの行為に対して責任を取るべき、ということであるのだが。単に処刑して排除すれば社会が良くなるというような感覚ではない。そして祭司やさばきつかさの権威を大事にするようにと教えはつまり、社会が真の安定を保つための要素として、そういった権威の存在が意図されているということでもある。ローマ13章の意図もそこにある。いわゆる無政府主義や個々人による対処で物事を解決するという方向性は、聖書の意図するものとは言えないようだ。
 
 
申命記　17:14-17
　イスラエルが王を立てるようになることは、すでに見越されていたのだ。そういう制度自体を神は否定していない。後にサムエルは否定的だったが、神がそれを容認されたのはこの箇所とも通ずる。ただし王たる者は自らのあり方を正す必要があり、また国を正しく導く責任がある。単に豊かさなどを求めるために間違った方向に進ませてはならないのだ。ちなみに17節は後のダビデあるいはソロモンの課題を考えさせられる。
 
 
申命記　17:18-20
　王がまっとうな道を歩み進むための鍵は、神の教えをしっかりと心にとめ、常に確かめ続けることだ。当時は書籍など一般には持ち得なかったが、王はその権威と財源を用いて、律法を個人用に書き写させて、それを常に読み返すようにと指示されている。手にした特権は良い意義のために活用すべきなのだ。現代、私たちは個人で聖書を持てるようになった。であればその力を大いに活用して、神の言葉と生涯向き合い続けるべきなのだ。
 
 
申命記　18:1-2
　レビ族は人々が神に捧げるものの中からもらい受ける権利が与えられていた。ただ、その代わりに彼らは通常の相続地が与えられないことになっていた。それは生活上の不安を覚えさせられるものだったはずだが、神ご自身が相続地、という言葉に示されるように、神にあってこそ生かされているという自覚が常に問われるものとなっていたのだ。本来この意識は全ての人に必要なものだけれど、レビ族のように神に仕える者たちは、特にそのことを強く意識するよう導かれていたのである。人間的感覚からすれば、これは特権ではなくむしろ、峻烈な立場と言えるのではないかと思う。
 
 
申命記　18:3-5
　前の部分と同じ趣旨のことだけれど、今度は民に対して語られているものだ。もっとも、それらの部位や初物には特別な意識が伴うとは言え、祭司に提供されるものはごく一部に過ぎない。こういう場合にしばしば、なんで祭司に、という思いが出てくるのだけれど、でも、人々はその大半を自分たちのものとして享受するからこそ、神への感謝を込めつつ、祭司への提供が求められているのだ。そして、もともとは神から与えられたもの、という視点を忘れてはならない。
 
 
申命記　18:6-8
　この箇所からすると、士師記17章の出来事は、もともと認められていたあり方ということになるようだ。もっとも士師記の記述は、当時のイスラエルが乱れていたことを示すものなので、形としては予定の中に入るものだとしても、それだからこそ、そこで人々が何を思い、何を目指すのかということが、より強く問いかけられていくことになるのだろうね。自由が与えられているからこそ、それをどう用いていくのかが重要な課題になるのと同じである。（今日の記事、すっかり遅れました。）
 
 
申命記　18:9-13
　主なる神にこそ信頼し従うのでない様々な生き方は、しばしば、課題の多い風習、行動を伴うものとなりがちだ。すべてがそうではないけれど、でも旧約はその点を強く問い質している。それで「忌み嫌うべきならわし」と言っている。それらは神に反するというだけでなく、人々の暮らしを混乱させ、間違った情報をもたらし、そして人々の心と身体を傷つけるものとなる。だからこそ神は、強く、断固として、それはだめだと語られている。どうして神がそれほどまでに厳しく告げられるのかを、厳しさに反発する前にまず確かめてみる方がよい。
 
 
申命記　18:14-19
　占いなどのまやかしの情報源ではなく、主にこそ聞けという意味で、預言者の言葉を大事に受け止めるようにと命じられている。神は彼らを通して人々に語られるからだ。もともと民自身が預言者、つまり神の言葉を仲介する人々を求めたのではないかとも告げられている。その時民は、神から直接語られることを恐れていたのだが、自分の願ったことにはちゃんと責任をもって取り組め、ということでもある。預言者の存在はとても大事なこととして告げられている。これは旧約を読む上で欠かせない基軸だ。
 
 
申命記　18:18-19
　ここは、後にサムエルが登場した時のことを思い起こさせてくれる。混乱していたイスラエルを建て直したのは、神の言葉を伝えたサムエルだった。でもこの預言は、やがてキリストがおいでになった時にこそ、真に成就していく。ヨハネ1:18のように、この方こそが神を人々に真に伝える方となったのだ。これに聞け、との神の強い呼びかけが福音書には記録されている。神の言葉に聞くこと以外に、人には打開策を見出すことはできないのだ。
 
 
申命記　18:20-22
　預言者たる者、あるいはその後の時代にも、神の言葉を人々に語る者は、この箇所の厳しさをよくよく受けとめていかねばならない。それは決して自分の言葉を語るのではなくて、あくまでも神の言葉を届ける役割なのだから。そうではなくなって、たとえよかれとの心情からだとしても、預言者の語ることが神の心とは別のものに進んでしまうことは、現に起こりえる。強い戒めを、語る者たちは問われているのだと自戒したい。
 
 
申命記　19:1-7
　逃れの町に関する規定だ。申命記では4:41でも言及されており、この制度が大事に考えられていたことが分かる。この規定は、被害者家族の激しい思いに対して、それを禁ずるという方法ではなく、周囲がその怒りが発揮されるのを防止するという手段を設定している所に、大事な意義がある。赦すことは必要であり、その人自身の歩みにとっても価値あるものだ。けれどそれには時間がかかるかもしれず、命ずれば済む話ではないことも神はご存じだ。だからこそ、まずは事態をさらに悪化させないように、回りの者たちこそが、事を守り支える責任を持つのだ。現代にも必要な英知である。
 
 
申命記　19:8-10
　この規定が単なる形式ではないことは、領土拡大に合わせて追加するようにとの指示によって、強く示されている。規定通りにしていれば良いのではなく、その実効性が問われているのだ。世の中に、よかれと思って定められた規定は多々あるが、それが本来の意図をちゃんと実現しているかどうかについて、私たちはよくよく関心を持って対処していくのでなければ、規定があるだけで何もしないという事態も出てくることだろう。神に従うとは、形ではなく、その現実性なのだ。
 
 
申命記　19:11-13
　現代社会において殺人者を死刑にすべきかどうかはともかくとして、ここに書かれていることの趣旨は、神の設けられた規定を間違ったことに使ってはいけないということだ。本来、この規定で守られることのない者たちが、ごまかして逃げ込んだとしても、それは断固として除外すべきとの話だ。それは単に規定は厳格に適用すべしということではなく（人間社会の場合は時に規定が追いついていないために拡大解釈して支えるべきものもある）、悪用することを戒めるものである。神の恩命を間違ったことに使うべきではないとの理念は、この類の規定だけでなく、信仰そのものにも関わる大事であろう。
 
 
申命記　19:14
　短い掟だけれど、込められている意味合いはなかなかに重たい。まずはごまかすなということ。隣の土地を買うことは禁じられていないから、正当に拡張するのは良い。こっそり境界の印を動かし、あるいは力ずくで無理強いし、であろう。もう一つは、土地は神からの賜物という大前提。勝手に境界線を動かすのは、つまりは神の定めを壊すことになる。神をないがしろにする行為ということだ。罪は他者を傷つけ、そして神の支配に逆らうものということだ。
 
 
申命記　19:15-21
　神を恐れるなら、嘘偽りによって誰かに害をもたらしてはならないのだ。そんなことは起こらないのだという基本的信頼があるからこそ、人は互いに相手の言葉を信用する。この信用がなければ証人など成り立たない。そしてだからこそ、社会を築く基本的な信頼関係を破壊する行為に対しては、厳しい対処が告げられている。もっとも、それは自らが相手を害するものとして意図したこと、なのだから、まさに自らの選択と言える。主は侮られる方ではない。
 
 
申命記　20:1-4
　戦いに関する規定は、現代日本に住む者には違和感があるだろう。詩篇46のように戦争そのものの根絶を意図されるのが神らしきことと受け取る人が多いと思われる。ただ、人類の現実は戦いから離れることのない歴史を刻んでいるわけで、であれば、そのことについて、神の明確な指示が与えられることは必要。そうでもなければ、人はただ自らの欲望のままに泥沼に突進する。気をつけていただきたいのだが、このような規定が戦争肯定という趣旨ではない。だからこそ、ここにある言葉は、人がなしている戦いとは全く別の方向性を持っている。
 
 
申命記　20:1-4
　戦いに関してまず告げられているのは、イスラエルが戦いに勝つかどうかは、軍隊の強さや戦略の巧みさを比較した優劣ではなく、あくまでも神の意志に基づいて事は決まるのだという点である。だからギデオンは300人での戦いを命じられた。イスラエルの戦いは決して人の力ではない。勝たせて下さるのはあくまでも神。だからこそ、人々は自らの欲望や意志の実現ではなく、神の心に沿うことを求めて行動する必要がある。しかし旧約にも数多くの、神とは関わりのない戦いがあり、そして国も社会も混迷していった。サウル王が断じられたのは、王であるにも関わらず、神の意志に基づいて進むことをないがしろにしたからだ。道徳的にはさほど悪いわけではなくても、サウルの方向性はイスラエルという国の基軸に合致しないものであったのだ。
 
 
申命記　20:5-9
　これらの規定は、戦いが最優先ではないことを前提とする。それはあくまでも日常の暮らしに付随するもの、決してそれらに優先してはいけないということだ。それができないような戦いならばしてはならないとも言える。現代の戦いは国民の総力戦的感覚が強い。だがそれは、少なくとも申命記が語る、神が語る戦いの規範とは全く別のものだ。これは指導者たちに要求されている心得だ。人々に強いるような戦いはしてはいけないと、聖書は明言している。
 
 
申命記　20:10-11
　戦闘は最終手段として扱われている。現代風に言えば外交交渉こそが主たることであって、それで決着をつけてこそ、なのだ。降伏した民を苦役に、というのは、その人々を殺してはいけないということ、彼らの所有物を奪ってはならないということである。勝者だからと言って負けた側を好きにして良いという論理は成り立たないのだ。
 
 
申命記　20:12-14
　どうしても戦うことになった場合のみ、戦闘に出てきている相手を撃破しても良いということになっている。と共に、そうやって最後まで抗戦姿勢を持ち続けた相手だからこそ、所有物を獲得して良いということになっている。現代的にはそのままは成り立たないけれど、古代社会における規定としては、非常に抑制されたものであることに気づきたい。なお、これが通常の戦いであることを考えるならば、聖絶とされる戦いは自分たちに何一つ利得のない、苦労と犠牲だけの戦いになることを知り得るだろう。
 
 
申命記　20:15-18
　近隣の国々、ただしモアブなどは除いた国々についてのみ、厳しい対処が命じられているのは、領土問題などのゆえではなく、18節にあるように、それらの民が持っていた風習があまりにも忌むべきものであったこと、その影響がイスラエルにも及ぶためだと記されている。それですら、遠くの国についてはその類の扱いはしないとされているわけで、決して世界を武力で神に従わせるような感覚は、聖書にはない。
 
 
申命記　20:19-20
　話としては分かるが、わざわざこんなことを規定するのかと思いたくもなる。でも、戦いの相手はそこにいる人間であるのだから、動植物にまで害をもたらす必要はないのだということは道理だし、もしも占領するとしたらそれらの木々は自らの財になるのだから、それも含めて考えるべきことであり。だとすれば、原爆のように戦いに勝ってもその後の対処ができないような武器を使うことは、あまりにも愚かということになるだろう。地雷などもまた以降の被害が甚大なものであると言われている。戦いが存在することを人はなかなか手放せずにいるが（とすれば日本は結構長くこの奇跡を享受してきたのだとも言える。それを自ら手放すのは愚かなことだ）、だとしたらなおさら、それは厳しく規定されるべきなのだ。
 
 
申命記　21:1-9
　殺人について、犯人がわからない場合には、現場の村が責任を負うという考え方が古くからあちこちに見られたようだ。律法にはその規定は見当たらないので、一般的風習と言うべきか。それで、村としては明確に、自分たちの仕業ではないことを表明する必要があり、こういう対処が決められていたのだ。それにしても、このような事件については社会自体がその重荷を背負うのだという認識は、なかなか大事なことであろうと思う。犯人を明らかにすることも大切だが、そこに生じた痛みについて、社会そのものが共に担う覚悟も必要だ。さもなければ、事態の解決も救済も見いだせまい。
 
 
申命記　21:5
　祭司が登場するのは、彼らが神に対して責任を持つ者であり、かつまた、民の間では独立した存在となっていて、いずれの部族にも加担しないで済む立場を確保されていたからでもある。現代の日本では公正な対処のために裁判官の独立が保たれる制度が作られているが、方式は違うけれど、律法はこのような理念を指し示していたのである。ただしこれもむろん、祭司自身が堕落してしまったら何の意味もない。
 
 
申命記　24:16
　この規定がここに入るのはちょっと奇妙だが、親が子の、子が親のために罰を受けるという図式は、世界各地で見られる光景だ。でもそれは論理的にも奇妙なことで、社会に再興の貢献をしている者の親が悪事を働いたら、社会は自らの損失を覚悟してその子を殺すのだろうか。また、彼自身が何も罪を犯していないのに、他者の罪について責任を負わせるというのは、正義と公正という点でもおかしい。それなのに社会の圧力の中、押しつぶされて行っている人々は、まさに弱い者と言えるだろうね。
 
 
申命記　21:10-14
　戦争に勝ったら相手側のものを奪っても良いということが前提となっている社会での話だ。現代、このまま適用して良いわけではなく、そのあたりは人類も戦うことの節度を学んだということか。昔は戦争の最も基本的な理由であったはずの領土拡張のために戦争を仕掛けることも犯罪として考えられるようになったのだから。一方で、空襲や各種兵器による大量殺戮が当たり前になってしまっている状況は、かつて、戦争とは戦場で兵士がするもの、という理解をしていた古き時代の人々からすれば、目を覆いたくなるような蛮行になるのだろうが。ある部分での改善が見られても、別の部分での悪化が見られるというのが、人の実態であるのだ。
 
 
申命記　21:10-14
　捕虜の中に良き相手を見つけた場合の対応である。妻にせよ、と言われている。一時的に欲望を満たすようなことではなくて、きちんとその相手の生涯全体を受け止めよ、というのだ。捕虜であり、奴隷であるから（当時はそういう社会だった）、拒否権はない。でも、一ヶ月の猶予が与えられて、相手の人格を認めよとの教えがなされ、そしてまた、もしも離縁したくなった場合には、奴隷などとは違う、ちゃんとした扱いをせよと語られている。現代にこのままやったらむろん、人権侵害もはなはだしい。でも、ただの所有物扱いされていた時代において、これは画期的であり、また、神が人の意義と価値をどれだけ重視されていたかを思わせられるものだ。そういえば昔、親の薦めで見合いをして結婚することも、人権侵害と言われていたものであるが、とりわけ律法は、その意図が何かをよくよく見極めたうえでの評価とすべきだ。
 
 
申命記　21:15-17
　相続においては長子が優先するというのが大原則の社会での話だ。そのように定められているのだから、親の勝手な好みで変更するな、というのである。とりわけここでは、妻（二人いる）に対する意識の差を相続に込めるなというのである。人は感情に支配される生き物である。それ自体は仕方がないが、でもそれによって相手を不利な状態におとしめてはならないのだ。まあ、もしもし妻が二人いること自体が混乱の元であるのだが。この定めは、イサクやヤコブの家庭のことを思い起こさせる。
 
 
申命記　21:18-21
　この箇所の一番の意図は、子どもの育成というものは親だけではなく、その社会全体の責任だということである。とても厳しい処置が書かれているけれど、いくら時代が違っていても、周囲が何の感情もなく子どものいのちを奪うはずがない。それはこの痛み、そして子どものいのちの重さを、人々が本気で受け止めてこその話である。定めに違反したからというので機械的に処罰しているのではない。親自身も、子育てというものを自分一人で抱え込むのではなく、社会と共に取り組んでいくようにすべきだ。さもなければ、荒れる子どもを親が殺めて、そして自らも自殺するという悲しき事態が繰り返されることになる。
 
 
申命記　21:22-23
　木につるされた者は呪われた存在、というのとは、やがてキリストの十字架において実現する。この方は救い主であるのに人々から否まれて、神の御子には決してあり得ない十字架で処刑された。呪われた者となるためであり、言い換えれば、人の罪はまさに呪われた状態なのだ。それを解放するためには、ご自身が同じ道をたどるしかない。キリストの十字架の意味するところを理解するための大事な一節でもある。そしてまた、なぜキリストがあんなにもすぐに埋葬されたのか、その意味合いも。
 
 
申命記　22:1-4
　互いに親切にすることは、私たちが平安に生きていくためには欠かせない。自分の責任ではないとか、義務はないなどと理屈をこねるのではなくて、困っている人がいたら手助けしてあげる。隣人愛が「自分自身のように」と語られているのは、とても重要な点だ。もし、自分の牛が迷っているのを見つけたのに、勝手に飛び出したのだ、牛自身の責任だとは、誰も言わないのだから。思いやりの心を忘れてしまったら、この世界はすぐに崩壊する。
 
 
申命記　22:5
　現代は服装の幅が広がり、こういう姿はこういう人だけのもの、という限定は薄れた。だから、単なる趣味や美的嗜好からの多様性は、それ自体を否定することはない。以前は、女性はスカートだけ、ズボンなど論外と言われたこともあるのだ。ただ聖書は、社会全体としてのふさわしい秩序というものは大事にしている。保守的ということではない。良き秩序は人々の生活を安定させ、混乱から守るものだからだ。結婚という関係を大事にして、それ以外の性的関係を戒めることにも、それと同じ意識が含まれる。多様性を遊ぶことと混乱とは別物、ということである。
 
 
申命記　22:6-12
　事細かな話が続いているが、争いや悲しみを避けるための知恵の類、あるいは、それ自体はどうということではないけれどもあえて利用して神にある価値観を指し示そうとするものなど、様々に含まれている。9-11節などは、異なった種類のものをまぜこぜにしておくことは危険を伴うということを日頃から意識させておこうというものだ。もっと直接の教えにすれば、友を選べとか、悪人に心を許すなとか、そしてまた、イスラエル人がカナン人との混在を戒められていたことなどが出てくる。価値観というものは、重大な課題そのものだけでなく、日頃から接しているほうが、よく心に染みるものだ。
 
 
申命記　22:13-21
　この規定の背景として、性的関係は結婚においてこそという大前提がある。それゆえに、結婚時においては処女であることが通常と理解されている。あいにく、そうではない状態が存在したことは律法も認識していることで、旧約には何度も混乱した状況が記録されている。その場合に関して律法は、関係を持った二人は結婚に至るべきだということを原則とする。望ましくはないけれど、たとえその時点で結婚に至っていないことがあるとしても、こういう関係は最も大切な相手とのみ結ぶべきもの（つまりは結婚しようと志すような相手と、ということになるだろうが）との意識が示される。そのような背景を考え合わせると、ここにある規定は処女であることが貴重かどうかの話ではなくて、その点に関しての偽装がなされた場合の対処について告げているものと言える。
 
 
申命記　22:20-21
　昨日述べた背景からすると、夫側の訴えが真実である場合に、その妻が罰せられるというのは、処女でなかったからという点ではなく、結婚時に偽装したことへの対処と言える。結婚という大事において真実を共有することは欠かせない。むろんそれはすべてを明かすこととは限らないが、事細かに問いただしてはいないという点も含めての双方の信頼関係は大事だ。すべてを知らなくても深く結ばれることは可能だが、偽りの上には何も良いものは築かれない。ここでは、相手側の家自体が偽装はしないだろうという前提で、妻個人への厳しい扱いになっているが、もしも家としての偽装をしたならば、むろんその責任は一家の長たる妻の父親が負うことになるはずだ。
 
 
申命記　22:13-19
　話が前後するが、この規定そのものは、夫側が難癖をつけた場合を、中心的な課題として扱っている。ということは、こういう事態が生ずる場合、妻の側の偽装よりも夫の悪巧みである可能性が大きかったということか。自らの勝手な願いを通すために相手をおとしめるなど言語道断だが、でもそれを人はするということを、私たちも気づいているはずだ。それゆえ、夫は厳しく罰せられることになっている。こんな夫の元にいるのは不幸と現代の私たちは考えるが、当時は離婚した後の生活が難しいことからも、離婚は認めないという規定になっている。むろん夫は、その妻に対してちゃんと配慮していくことが責務である。また、このような訴えは別の人との結婚を望むという動機があり得るが、それは認めないということでもある。ちなみに私が大学の頃は日本の法律でも有責配偶者からの離婚請求は認めないというのが基本理解だったが、最近は変化してきているらしい。
 
 
申命記　22:22
　結婚という関係を損なう行為については、独身者の場合とは次元の違う厳しい扱いが規定されている（独身者の扱いは先日述べた）。妻のある男が他の人と関係を持った場合の規定がないのは、当時の社会においては複数の妻を持つことが可能であり、正式に妻として迎えるという責任の取り方が可能だったからと理解できる。だから、一夫一婦制の現代はそういう違いは成り立たない。むろんそこで処刑すべきかどうかは別問題だが、戒められているのは男女どちらでも同じとなる。この厳しさは単に倫理的問題としてではなく、結婚関係という社会の根幹を破壊する行為であるためでもある。ちなみにダビデはこの禁を犯した。彼がナタンの言葉を受けて死を覚悟したのは当然でもある。
 
 
申命記　22:23-24
　婚約中は既婚者と同じ扱いになっている。マリヤのケースでヨセフが苦慮したのもこの背景がある。町の中でというのは、人目のあるところでという理解であり、女性自身も望んでという受け止め方である。現実には、都会などは町の中でも無理やりという場合は多々あり得るわけで、そういうものは別途対処されねばならなかっただろう。ともかくこの規定の意図は、両者合意の上での場合は22節の既婚者と同じ扱いだという点である。
 
 
申命記　22:25-27
　野で、というのはつまり、力ずくでという意味であり、抵抗できなかった女性の側には何の責任もないと命記されている。ともすると、こういう場合に被害にあった女性を低く見る傾向があるが、律法はそのような扱いはしていない。問われているのはその人に悪しき思いがあるかどうかであり、被害にあった者はしっかりと保護されるべきなのだ。それゆえ、男の側だけが処刑されるという規定になっている。これは無理やりであり、規定にあるように殺人と同じであって、男だから許容されるというようなことは全くない。日本の刑法では強姦罪は殺人罪よりも刑が軽めだが、律法では同等に扱われている。
 
 
申命記　22:28-29
　これは未婚の場合であるが、無理強いという点は先と同じだ。ただこの場合は扱いが異なっている。それは当時の社会で、女性の暮らしを守ることを考えた場合には、結婚させる事の方が益になったためだろう。今の私たちから見ると、そんな男と結婚するのはますます不幸、とも思えたりするのだが。その点については、出エジプト22:16-17では、女性の父親が結婚を望まない場合は慰謝料の支払いだけをさせるという規定もある。既婚者と未婚者では扱いが異なっており、性的課題については、倫理的に許されないことだから処罰せよ、だけでは事が済まないという認識も見て取れる。
 
 
申命記　22:30
　これは実の母親ではなく、後妻または複数いる父親の妻の誰かという意味であろう。アブシャロムはこの規定を逆手にとって父ダビデのそばめたちを扱ったと記されている。生物学的には支障のない相手とも言えるけれど、これは家族というもの、また、親子という関係を大切にする認識に基づいている。それに、世界に異性はたくさんいるのであり、最もふさわしい相手はほかに必ずいるはずだ。それを父の妻との結婚を目指すなど、始まりからして異質な思いがあると言わざるをえない。神は良きことについてはおおらかな方だが、人の抱え込んでいる忌まわしさについては強く否と語られる方だ。
 
 
申命記　23:1-8
　アモン・モアブ・エドムの扱いに見られるように、ここにあるのはそれらの人々を本質的に否定しているのではなく、申命記当時の経緯の中で語られているものと言うべきだ。さもなければ、モアブ人の曾孫に当たるダビデがイスラエルの王になるのはおかしい（母方であっても）。旧約時代の人々にとって子孫の状況は最大の関心事だったからこそ、こういう扱いが語られている。それは神が何を忌まわしく考えておられるかを示すもので、その本人自身に、あなたの所業で子孫が不幸になっても良いのか、と問いかけるものとなる。なお1節は子孫が増え広がることに神の祝福が語られているからであり、2節は結婚の枠組みを重視されているからだ。子どもに罪はない、という論はその通りだが、だとしたらなおさら人は、子らのためにも自らのあり方を律する必要がある。好き勝手、は通らない。
 
 
申命記　23:9-14
　ものを食べれば排泄はあるのだから、それ自体が忌まわしいものではない。けれど、垂れ流しでなく隔離されたトイレを持つことは衛生的にも、また、雑多に乱れた状態でなく適性に身の回りを正す意味でも大きな意義のあることだ。同様に性的なことも本質的悪ではないけれど、我が身を、社会を、環境を整える意味では考えるべき事柄だ。大事なことに向かう時は身を正すもので、本質的なことではないからといって乱れたままで益になるはずがない。
 
 
申命記　23:15-16
　アメリカで奴隷解放が取りざたされていた頃、心ある人たちは逃げてきた奴隷をかくまって、安全に逃がしてやっていたと聞く。所有権ということからすれば持ち主に権限があるのだが、でも、奴隷が人の本来的あり方にはそぐわないものだからこそ、その所有権を越えたこのような勧めが語られている。形式的な面だけでなく、真に何が良いことかを探し求め、その実現に尽くしていくことについて、神は積極的な思いを抱いておられる。
 
 
申命記　23:17-18
　神殿売春は古代の様々な宗教に伴っていたと聞く。性的ことを用いて神秘的な体験を求めようとするためでもあったのだが、神はそういう感覚を否定される。これは性道徳に関する決まりというだけでなく、神を慕い求めるあり方を問う規定でもある。後に人類は神秘的体験を求めて薬物に手を出してしまったけれど、それもまた神からすれば言語道断である。神は人に、その必要に適したものはすでに与えておられるのだ。
 
 
申命記　23:19-20
　この規定の意図は、同胞は身内なのだからその苦境は支え合って当然、ということだ。今の日本で分かりやすく言えば、血を分けた兄弟がお金に困っていて、自分に貸してあげられる余裕がある時に、まさかそこで利息を取ったりはしないようなものだ。時々この規定から、お金を貸すことで利益を得る部類の商売そのものを否定的に見ることがあるけれど（中世ヨーロッパにはその傾向があったようだ）、経済活動の是非を言うのではなくて、同胞を助ける志を真っ直ぐに持て、ということである。この趣旨を現代に当てはめるなら、より活発な経済活動の資金として借りる場合には大いに利息をつけ、生活に困窮しての借金からは利息を取らないというふうになるか。実際に社会に適用する場合には、そう単純にはいかないだろうが、趣旨としてはそういう感覚である。
 
 
申命記　23:21-23
　本来これは、主への誓願だけの話ではなく、どのような場合であっても、自らの言葉に誠実に向き合うことは必要だ。同時にそれは、できもしないことを語る罪深さを指摘するものでもある。そこには、語られた言葉を信頼した相手の存在もあり、もしその誓願を破るならば、誰かが苦しむことにもなる。主への、とあるけれど、主への恐れを用いつつ、様々な場合も含めての誠実さが問われているのだと受け止めたい。
 
 
申命記　23:24-25
　ずいぶん細かいことまで規定されているものだと感心するが、現実社会では結構大事なことかもしれない。つまりは、これは俺のものだとがんじがらめに囲い込んだりしないでおおらかであれ、と。でも同時に、精魂込めて育ててきた人の労苦を無視するような行為は盗みであると戒める。これも身内を思い浮かべたら分かりやすい。親戚の子が畑で葡萄を食べるくらいのものは、好きなだけお食べ、と言うだろうが、その子が仲間と来て一杯摘み取って、どこかで売りに出そうとするならば、厳しく叱るはずだ。この両面がちゃんと機能してこそ、社会は良きものとなりえるだろう。
 
 
申命記　24:1-4
　結婚の制度において、離婚という対処は認められていた。ただし律法が語るのは性格の不一致、などではなくて、重大な課題が生じた場合のことだ。ただしそれは非常に重いものであるから、一度離れたけれど思い直してそのまま寄りを戻すという場合を別にすれば、自らの決断に責任を持て、ということになっている。これは再婚の是非を言うのではなく（その妻が他の人と再婚することは許容されている）、離婚そのものについて重く取り扱っている規定である。制度的にも、結婚よりも離婚のほうを困難にしている国は多いのだが、個々のケースを一概には言えないけれど、そういう方向性は妥当なのだとも思う。
 
 
申命記　24:5
　現代風に読めば妻への思いやりという観点になるだろうが、当時、そのような意識ではなかっただろう。結婚したばかりの者が戦いに出て生命を落とせば、子孫を残すことができない。するとその家は絶えてしまう。そんな事態を生じさせてはいけない、ということだ。はるかな昔、聖書ではすでに、全体よりも個人としての意義を優先する意識が指し示されていたことになる。社会は進歩していると言うけれど、国家のため、社会のため、あるいは会社や団体のため、という認識が最優先にされていく光景は、どこが進歩なのかなと思わずにはいられない。
 
 
申命記　24:6-18
　細々と様々な規定があるのは、神が人々の生活をしっかりと顧みてくださっていることの現れでもあるので、重要なことである。それでも一つずつコメントするのも何だからまとめて言えば、弱い立場の人などを深く顧みるようにとの指示が、具体的に様々語られている箇所だ。各自の都合とか、利益がどうのということよりも、何よりもまず、弱い立場で苦しんでいる人のために何が良いかを考えて行動せよ、ということである。この意識、姿勢はとても重要なのだ。
 
 
申命記　24:8-9
　ツァラアトは古代社会で恐れられていた病気だが、律法はそれについて、決して邪険に扱うなと告げている。治療法もなかった当時、確かな隔離されはした。でもそれは決してその人のことを忌まわしく思うものではなく、見下すことでもない。ミリアムがツァラアトに罹った時、民はその回復までの間、旅路を止めて待ったと記されている。そういう思いやりをこの病の人々に対して向けることこそが、旧約律法の指し示すことなのだ。
 
 
申命記　24:19-22
　弱い人々への思いやりは、何かあった時に助けるとか、悪事の対象にしないということだけではない。それはもっと積極的になされるべきことだ。ここにあることなどは、そんなに大変なことではない。ぼんやりしている人ならば、いつもしていることかもしれない。でもそれが誰かを助けるものとなりえるならば、こんなに幸いなことはないのだ。意図的になせと、聖書は言っている。
 
 
申命記　25:1-3
　悪事を働いたのだから罰は免れない。40回の鞭打ちはとても厳しい。だがそれは、その人自身を卑しめるものであってはならないと語られている。厳しく罰しつつも、同時にその人を神によって造られた貴重な存在としてしっかりと受け止めるのだ。現代社会は犯罪者にも人権があると語るが、そこに見られる制度はともすると、尊厳を考えるあり方とは本来的なずれが生じているようにも思う。このはるか昔に指し示されている規定のほうが、鮮烈に、罪を犯した者の人権をしっかりと受け止めているものと言えそうだ。
 
 
申命記　25:4-10
　当時は子孫を残すことは何よりも大事なこととして考えられていた。だからこそ、個人的な好みか何かでその使命を拒む者に対しては、屈辱的な扱いを与えると規定されている。こういう扱いになっているのは、子を残すことは強制ではどうにもならないからであり、また、彼が拒んだものが本来とても崇高なものだからだ。彼は自らを卑しき者と表明しているに等しい。現代は子を残すことをそこまで重視はしないからこの規定は成り立たないが、別の事柄についてもこの姿勢は当てはめられるのではないか。例えば、相手の弱さに同乗して支え合うのは人としての基本姿勢であるはずだが、それを、面倒だとか、気分が乗らないというような理由で無視するとしたら、それは自分自身を卑しめる行為と言えそうである。
 
 
申命記　25:11-12
　こういうことまで規定されているのはちょっと奇妙にも思うけれど、これもまた、相手を卑しめてはならないという趣旨のものと言える。妻が夫の味方をするのはごく自然なことだけれど、だからといって相手を卑しめるようなことをしてはいけないのだ。ここにあるような行為でなくても、同様の卑しめるような行為は様々あるのだと思う。どんなに悪い相手でも、あることないこと誹謗中傷するとか。どんな理由があってもしてはならないことはある、という点が崩れたら、この世界は破綻する。
 
 
申命記　25:13-16
　この話題は何度か出てくる。例えば穀物を貸す時には小さい重り石を使って、一個分と測り、返してもらう時には大きい重り石を使って一個分を取り立てる。ごまかしをするな、ということである。正直に自分の利益を考えるならばよし、相手もそれを納得して取引すればいいだろうが、真実ではない情報で相手をたぶらかしてはいけないのだ。一時的な利得があっても、それは社会も経済も、全てをだめにする。
 
 
申命記　25:17-19
　前節とのつながりは、どちらも相手の弱みにつけ込んで襲いかかるということだ。アマレクへ強い言葉は、彼らがイスラエルでないからではないし、偶像礼拝の問題ですらない。彼らが卑怯なことをしたから、それこそ仁義に反することをしたから、それゆえのものである。実際にアマレクを消し去ってはいないし、そこまでは物理的にもできないけれど、でもこの言葉の激しさは、彼らのような行為を神がどれほど嫌っておられるのかを、如実に指し示している。
 
 
申命記　26:1-11
　神への捧げ物は、何よりも与えられた恵みに感謝する意味合いのものだ。多くの宗教では願い事をするための貢ぎ物であるが（たくさん捧げれば願いがかなうという構図）、主なる神との関係では、初めに神が一方的に与えてくださって、だからこそ人は深く感謝し、喜び、そして礼拝をするのである。この位置関係を忘れてしまうと、信仰そのものの意味合いが曖昧になり、いつのまにか利用するための神に成り下がり、そして、自分の力で事を成し遂げているのだという錯覚を抱くようになってしまう。そうならないためにも、このような感謝の祈りは大切だ。
 
 
申命記　26:12-15
　神への感謝は、他の人々に恵みを分かち合う行為としても現されるように定められている。ここに出てくるのはイスラエルの中で生産手段をあまり持ち合わせない人たちだ。その人々のために食料を提供することが、神の恵みを受けた者としての使命でもあると記されている。時代が違うし、生産方法が違うから、現代どの程度ということは簡単には言えないけれど、このような志と行動は、いつでも問われ続けるべきもののはずである。そして心あるクリスチャンたちは確かにこの2000年、他の人々と分かち合うことを意識しつつ歩んできたはずである。それはものを提供することだけでなく、社会の弱き人々を支える取り組みも含まれる。かつて奴隷解放運動に立ち上がったのも信仰者たちであったことを思う。
 
 
申命記　26:16-19
　神の教えに聞き従い、神の御心を大切に受け止めていこうとする人々に対して、神はさらなる祝福をもって応えるのだと語られている。与えられ、感謝をもって従い、ますます与えられ、ますます感謝し。これが神の約束であるのに、この世界がこんなにも悲惨さに満ちているのは、せっかくの良き循環を人が崩してしまっているからでしかない。モーセは切なる願いをもってこの言葉を語っているが、イスラエルがそのように歩まなくなることも分かっていたし、そこには涙を流して訴える思いも含まれていたはずだ。むろんそれは、神ご自身の痛みであり、第二コリント5章に出てくる「懇願」であるのだが。
 
 
申命記　27:1-8
　神への信仰は、目に見える形にして、あるいは行動を伴って、確かめ続けられるべきものだと教えられている。それは古代だけの話ではなく、現代に生きる者にも必要なのだ。頭の中で分かったつもりでいるのだと、たとえその時はよくよく分かっていたのだとしても、人の意識や記憶、理解すらも、すっと消え去ることはある。あるいは、心の中だけのことにしてしまうと、ともするとそれは思索という遊びで終わってしまう危険性もある。だからこそ神は信仰を、言葉に出して告白することやバプテスマという形でも表明せよと告げている。
 
 
申命記　27:9-26
　神の教えられたことについて、皆でそれを確認し、守りますという誓いを表明するようにと指示されている。多少趣旨は違うかもしれないが、昔、日本では志を同じくする人々の間で血判状が作られた。そういう決意をしっかりと示し、共に握りしめていくことは、真実を生きていこうとする際にはとても有意義なことだ。人の心は揺れやすく、また弱いのだからこそ、でもある。様々な種類の教えが混在しているが、これを見ると、神の教えに優劣、重要度の差などはないのだなと思わせられる。その教えはすべて、人々を悪から守り、堕落を防ぐためにこそ与えられている。
 
 
申命記　28:1-6
　神の教えには、戒めということで様々な罰則や警告が語られることが多いと感じる人が多いだろう。この28章もそういうことも出てくる。でもここではまず先に祝福が語られている。神による幸い、その豊かさが告げられている。神は人々を祝福したいのであり、幸いを与えたいのだ。悪事を罰することよりも、その幸いを共に喜ぶことこそが、神の一番の願いであることを心して、聖書の教えは読んでいきたいものだ。
 
 
申命記　28:7-14
　ここには他国との関わりが語られていく。そこに守りと祝福があるという内容である。神の祝福は単なる自己満足ではなく、周り中からも認められ、うらやましがられるようなものなのだ。それだけの幸いを用意しているのだからこそ、胸張って神の前に生き、決して、他の民族をうらやましがるな、ということだ。そこには後に生ずる、他民族の神々を追いかけて行ってしまうイスラエルの民を危ぶむ神の心が込められているのでもある。
 
 
申命記　28:15-24
　今度は、神を忘れ、神の恵みも導きも忘れてしまった場合のことが語られている。この部分には、収穫のこと、あるいは病気など、日々の暮らしに関することが出てくる。エリヤの場合のように、神の直接的な取り扱いもあるが、もともとアダムの時、神の祝福を離れた人類は苦境に陥ったことが語られていた。と同時に、自然災害などでなくても、人間自身が問題を生み出し、混乱を自ら抱え込んでいる場合もある。その時の利益しか考えずに大地を荒らし回るような所業が、自然界の豊かさをどれほど壊してきたかについては、今まさに世界が深く思い知らされていることでもある。
 
 
申命記　28:25-37
　いくつかの惨状が語られているが、他国との関係や、他の人からの嘲りなど、人間関係の中での辛い事態のことが中心になって告げられているようだ。弱り苦しんでいる者をあわれみ、助けていこうとする志があれば、様々な苦しみもまだましと言われるが、実際には、好機とばかりに襲いかかり、あるいはあざける声のほうが大きい。神は、あなたの隣人を愛せ、と命じられた。その教えを真剣に受け止めないならば、この世界はひたすら悲惨さに埋没することになる。自分は勝ち組だから大丈夫などという安堵は何の意味もないことは、誰でも知っているはずだ。
 
 
申命記　28:38-48
　話はさらに続いていく。読んでいても辟易させられ、もう十分と言いたくなるのだが、でも、神の言葉は止まない。それは、このことが人を切に思う神の心から出ていることだからだ。どうでもいい相手ならば、適当に済ませておればそれでいいだろう。勝手に傷つき、勝手に自分を滅ぼしてしまえばいい、ともなるだろう。でも神はそうは思っておられない。必死に人々を食い止めようとなさる。だからこそ聖書は激しく、厳しく、くどいほどに語り続ける。
 
 
申命記　28:49-57
　イスラエルの民は、これから約束の地に行き、そこで国を築いていこうとしている時だ。でもモーセは人々に対して、国が滅んで補囚との民になることを語っている。約900年後、イスラエルの民はそうなってしまった。いや、北王国、つまりは10の部族はもっと早くに消え去った。人の習性がそうであると知っているからこそ、神は必死で語り続けておられる。私たちはその声にもっと耳を傾け、真剣に受け止めていくべきなのだ。
 
 
申命記　28:58-68
　イスラエルはエジプトでの奴隷生活から解放されて、ここまで旅をしてきた。それは民にとって大きな喜びであり、希望であった。だが、そうやって助け出してくださった神から離れてしまうなら、民はもはや、拠り所を失う。それは奴隷への逆戻りにしかならない。神によって救い出された者たちに、もとの生き方に戻ってはならないと、新約も繰り返し告げている。せっかく自由を与えられた者たちが、自ら神という幸いを放棄してしまうなら、その先にあるのはもといた場所でしかないのだから。
 
 
申命記　29:1-9
　厳しい言葉は一段落して、神に聞き従うことの意義深さが語られていく。40年の旅路を思い返せということだ。その間、神はずっと人々を守り支えてくださった。5節は同じ靴を履いているという意味ではないだろうが、でも、何もなくなって裸足で歩くようなことにはならなかったということだ。6節のパンを食べないというのは、ちゃんとマナが与えられ続けたからだ。そして強力な敵をも打ち破ることができた。全ては神の守りと祝福によるものだ。神はちゃんと守ってくださったことを思い出せ、である。
 
 
申命記　29:10-15
　15節の言葉は深い重みがある。今ここにいる者だけでなく、である。神との関わりは自分がどうかというだけでは済ませられない。それは次の世代、ずっと後の世代のためにも必要なことであり、あるいはまた、世界の他の人々、今はまだ神を知らない人々にとっての大事でもある。神がこの世界全体の主であり、支配者であり、神はこの世を愛されているのだからだ。個人主義が基軸になっている現代は、全体主義的社会への反省としては良いのだが、神との関わりにおいてだけはその意識を脱ぎ捨てて、もっと広い意識で向き合う必要がある。神の祝福は豊かで広いものなのだから。今日はクリスマスイヴ。この世の救い主である御子の誕生を喜びたい。
 
 
申命記　29:16-21
　19節の言い分は、人が繰り返し口にするもののようだ。第一コリント15:32も類似するが、それはつまり、この世と、そして私たちの歩みのすべてを御手の内に治めている神を認めず、神などたいしたことはない、あるいは神など幻想だと言い放つことでしかない。もしそれが真実なら、神などいないのだとしたら、確かに信仰など無意味だろう。でも、聖書は明確に神を語り、人の心もまた神の存在を指し示し、ローマ1:20にあるようにこの世界の有り様は、神を大前提としている。見えない空気などありはしない、ただの妄想だと言い張り、だから呼吸をしても無駄だと言い張って息を止めるなら、人は生きていけない。御子誕生の日だが、御子は闇の世界においでになられたことを、痛感させられる。
 
 
申命記　29:22-28
　ヨナが神から逃げた時、船に乗っていた人々は、その告白を聞いて驚愕した。せっかく神の守りと祝福を受けて繁栄したイスラエルが、その神を投げ捨てるのを見て、周囲の民は驚き戸惑う。せっかくの祝福をどうして自ら廃棄してしまうのか、と。利得だけで考えたとしても、これはあり得ないことなのに、でもその危惧が警告され続けている。実際にそうなってしまった。人は幸いを求めるものだと言うけれど、そうではないのかもしれない。人は自らの幸いよりも、好き勝手をして、自分が主であることを追い求めることを望む。神はそれを、激しく嘆き、心を痛められるのだ。
 
 
申命記　29:29
　前半は、崇高な神との関係においてよく耳にするような言い回しだ。大切なことほど秘されて、下々である人間には知らされない、というふうに。だがここには後半の言葉がある。そう、神は決して物事をご自分だけの秘密にしておくことを望んではおらず、むしろ人々が真実に生きていくために明らかに示そうとしてくださっているのだ。語ってくださる神、教えてくださる神、人と共に物事を受け止めていこうとなさっている神。だからこそ私たちはこの方を信頼して、ついて行くこともできる。
 
 
申命記　30:1-10
　しっかり読んでおきたい言葉だ。たとえ人々が神に背き、神がその者たちを厳しく罰したとしても、であるのだ。それでもなお、もし人々が悔い改めて神に助けを求め、立ち返ってくるならば、神はその人々を快く受け入れてくださり、祝福をもたらしてくださるのだと言う。イエスが放蕩息子の話をなさった時、聞いていた人々は戸惑い、唖然としただろうが、でもあれはすでに申命記でも語られていたことなのだ。もうおしまい、絶望、という言葉は、少なくとも神と関わっている者には成り立たない。
 
 
申命記　30:5-6
　この約束はとても大事なものだ。人は、悪かったと思って悔い改めたつもりでも、それでもなかなか改善しないことが多い。心を包む古い皮は、容易には取り除けないものだ。でも、ここには力強い約束がある。そういうかたくなさも含めて、神が変えていってくださるのだという、そういう約束が告げられている。主なる神が敬われるのは、ただ力が強いからだけではない。こうして人を、私たちを深く顧みてくださる方だから、である。
 
 
申命記　30:11-14
　これはローマ10章でも引用されている言葉だ。神が人に求めていること、それは決して難しいものではない。完全になれと言うのではないし、神のために大きな貢献をして見せろというのでもない。心の悔い改めすら、十二分ではなかったとしても、それでもまだ期待できる。神が人に求めているのは、そんな者たちが、だからこそこの神に頼り求め、助けを願うこと、神には約束されたことを成就する力があるのだと信じること、だ。だからそれは決して遠くにあるものではなく、難しすぎることもない。ナアマンが簡単すぎることを命じられて原を立てていた姿を思い出す（第二列王5章）。
 
 
申命記　30:15-20
　祝福とのろい、つまり、良いものが待っているよと招き寄せていくのか、それとも、厳しい罰を警告して恐怖心から従わせるのか。両面であるのが真実だけれど、人の受け止め方としてはやはり、どちらかに重きを置くことになりやすい。その際、神の呼びかけに厳しさをおもに見る人は多い。だがそれはきっと、人自身の傾向を反映するものにすぎないだろう。聖書は確かに厳しさも語るけれど、その基軸はむしろ恵みによって人々を迎え入れるべく呼びかけるものなのだから。この点は、福音を語る際の姿勢に大きく関与する。
 
 
申命記　31:1-6
　モーセは約束の地を前にして、指導者としての役目から退く。それは老齢のためでもあるが、かつての事件が理由でもある（民数20）。それはモーセ自身にとって残念なことだったが、同時に、民のためには有益でもあった。これまでモーセが民と神との間を取り持ってくれたので、民はまともに神と向き合わずに済み、安堵していた。だがこれでモーセはいなくなる。そうしたら民は、嫌でも神と向き合うことになる。それは民にとって大事な前進となる。モーセはここに来てようやく、肩の荷を下ろすことができたのだ。
 
 
申命記　31:7-8
　後に続く者に何を語り、何を指し示すか。それは上の世代の者にとって最重要課題の一つだ。モーセはここでヨシュアに、彼が担うべき使命の中身を告げている。それは神ご自身が告げられた使命であり、民をどこへと連れて行くのかに関すること。つまりは、ヨシュア一人の話ではなくて、神によって始められ、人々の幸いのためにこそ果たすべき使命ということになる。人の歩みには様々な困難があるけれど、それを乗り越えていくために欠かせないのは、主の道を歩んでいくのかという基軸を握りしめていることだ。ヨシュアの生涯は比較的安定し、彼自身に起因する問題は少ないが、それは彼がここに留まり続けていたからだろう。
 
 
申命記　31:9-13
　リーダーも、そして民全体も、主の前を歩み続けていくために必須のこととして、神の言葉をしっかり語り聞かせていくことが肝要だ。どんなに偉大でも、有能でも、人が人として歩もうとする限りは、混迷は免れ得ない。神によって造られたものだからこそである。旧約律法はその際に、どのくらい聞き続けるかはその人の意欲次第というような、本人任せのやり方はしていない。親に、あるいは社会に、ちゃんと聞かせ続けていく責任を負わせている。むろん、聞いて、それからどうするかは本人次第としか言えない。でも、聞かせるところまではその責任を負えと、モーセは祭司たちに、そして民の長老たちに命じている。自由と主体性を最大限に語る現代だけれど、このような命令の重要性はなおいっそう重くなっていると言える。
 
 
申命記　31:14-22
　後継者と共に神の前に立つのは、何とも清々しい、ほっとする思いになる時だと思うが、あいにくと神が語られたことは非常に厳しいことだった。それはイスラエルの民がいずれ神から離反していくという予告である。そんな者たちに過ぎないと知っているのなら、なぜこんな民を選ばれたのかと思う人もあるだろう。ただ、神としてはその民が立派だから愛したのではなく、どうしようもないけれども愛してくださったのであり、だからこそ罪に弱い人々と知りつつも、それでもなお彼らをいとおしまれたのだ。そしてたからこそ、ヨシュアに求められていく使命の重さはとてつもないものとなっていく。この覚悟は必要なのだ。
 
 
申命記　31:24-30
　今度はレビ人に命じられている。彼らは祭司を手助けしつつ民の礼拝を支える者たちだ。彼ら自身の堕落に対する警告と（言われていたのに）、そしてまた、民に語り伝えるべき使命が付与されている。様々な方面から、とにかく何層にも渡って、神は人々にご自分の心を、言葉を届けていこうとされている。その一端に預かれるのは（担当するのが自分の家族一人だったとしても）大いなる喜びだろう。
 
 
申命記　32:1-4
　民が神から離反するという警告に続くこの歌は、鋭く、厳しく人々に問い質している。これはまだ約束地に入る前のもので、この時期のイスラエルはまあまあまともな状態だったのだが、それでもなおこうして警告が発されることの意義を、心に刻んでおきたい。今のところまだ自覚のない人々に対する言葉だからこそ、それを告げる神の確かさがまずは冒頭で語られている。そう、私たちの自覚などをはるかに越えて神は人の現実をご存じなのだと、よくよく心していたい。
 
 
申命記　32:5-9
　神はなぜ神なのか。人々はなぜ神を重んじる必要があるのか。その理由はそんなに複雑な話ではない。イスラエルに関して言えば、それはただひたすら、彼らをエジプトから救いだし、約束の地に導き、そこに相続地を与えたのが神であるからだ。人々がこの祝福を歓迎するのであれば、それを与えてくださった神をないがしろにすることはできない。誰にでもわかるしごく当然の論理が、けれど人の罪にかかるとねじ曲げられていく。出エジプト20:2にもあるように、私たちはこの関わりの出発点を忘れてはならないのだ。
 
 
申命記　32:10-18
　そうやって祝福を受け、大いに繁栄していった時、けれども民は神を忘れ、神への恩義を忘れ、まるで自分たちの力で事を成し遂げたかのようにしておごり高ぶり、そして祝福の源である方を投げ捨てていく。まさかそんなことをするはずがないと、人は誰でも思うだろうが、でも、神の指摘は真実であることを、その後の歴史は物語っていく。こんなにも悲しいことはない。
 
 
申命記　32:19-25
　民の行為がもたらす当然の帰結は、状況の悪化である。祝福である神を捨てたのだから、その祝福もまた自ら投げ捨てているのと代わりがない。神に背いた罰、という言い方をよくするけれど、この事態はむしろ人が自ら招き寄せたものである。夢も希望も破壊してしまったのは、人間たち自らであることを私たちは知らねばならない。人は自らの蒔いた種を刈り取らざるを得ないのだ。
 
 
申命記　32:26-35
　神が民を直ちに絶ち滅ぼしてしまわないのは、周辺諸民族が誤解しないためだとある。聖書全体としては神のあわれみが語られているが、ここでは厳しい言葉となっている。神を捨てたイスラエルのことだけを思うなら、神の助けによってこそ立ち得ていた者たちが愚かにも自らを誇ろうとするなら、そこにはもはや道はないのだという鋭い指摘である。繰り返すが、これはまだ民が約束の地に入る前のもの、まだ慢心はしておらず、神に寄り頼もうとしている時のものだ。やがて辿ることになる愚かな道に気がついて引き返せ、という、神の切なる思いを見ることができる。
 
 
申命記　32:36-43
　このように堕ちてしまう民なのだが、でもこの歌の最後は、神が民にどこまでも関わり続けてくださることが示されている。人は神を捨てる。神などいらないと言う。それは決して許しがたいことだ。だが神は、そんな者たちをなお顧みて、助け出すのだと誓われる。だからこそ聖書は神の与えてくださる祝福を、ただ一方的な恵み、もらえる資格のない者たちへの、神の方から差し出してくださっている恵みだと語る。私たちはそのような神の心を思い知らされる必要がある。
 
 
申命記　32:44-47
　ホセアとはヨシュアのことだ。モーセは神から与えられた大切な約束の言葉を、この後継者と共に民に向かって語っている。それはヨシュア自身に対して強く呼びかけるものであると共に、これからはヨシュアが民と共にこの約束に応えていくのだという、その使命を託す意味もあろう。この申命記にずっと書かれてきたように、神はイスラエルの民を深く思いやって、だからこそ、こうして最後の時にもまた、民に向かって語り続けている。彼は120際である。よくぞ、の思いを抱かせられる。
 
 
申命記　32:48-52
　生涯を閉じる時、神ご自身に呼び出されてこそ、と思う。人それぞれにその形態、内容は違うだろうが、でも、そうやって呼ばれた方は必ずや私たちを助け導いてくださる。ただ、この時のモーセは失意も伴っている。彼が間違えた一つの出来事、それはとても重たいものであったのだが、それゆえにモーセは約束の地に足を踏み入れることはできない。モーセの偉業が消えることはなく、彼は神の最も親しい者である。けれど、ただ一つ、彼の切望は適えられないとされている。神の前に立つことは、多くの喜びと楽しみを伴うが、それでもなお、厳粛なものである。
 
 
申命記　33:1-5
　モーセの最後の言葉は、民を祝福するものだった。時の終わりに何を語り、どんな祈りをするのか。そしてまた、そこで親しい人々の幸いを願うとすればどんなことを。大いに興味をそそられる箇所と言える。そしてモーセは、全ての祝福の源は、この人々が神のもとにいることにこそあり、と強く意識しているのが分かる。個別具体的にはいろいろあるとしても、何よりも切に祈りたいのは、その人々と神との結びつきがしっかりとしたものであること。ここさえ確かなら、道は大いに開かれていくのだと、私たちも信じて、期待しているはずだ。
 
 
申命記　33:6
　ルベンはヤコブの長男であり、本来は総領部族としての偉大さを兼ね備えているはずだが、祖先のルベンが悪事に手を染めたために、ヤコブから跡継ぎとしての資格を取り上げられていた。部族としての歩みにおいても、名前こそ最初に出てくるけれど、必ずしも優勢な状況ではなかったようだ。その実態は仕方のないことでもあるが、だからこそモーセは、ルベン族が保たれていくことを祈っている。時に、生きながらえていくことそのものが、何よりも願い求められるべき場合もある。ただの夢物語ではなく現実を生きる信仰である以上、そういう意識も必要となっている。
 
 
申命記　33:7
　兄弟１２人の順序ではなく、注目点から祈られているようだ。ユダは後に単独で王を抱き南王国を築いていったように、その力は他の部族を凌ぐ勢力であったようだ。それゆえこの部族は自分の力を過信しやすかったのか。自らに寄り頼むのではなく、神にこそ頼り求めるべきことが、祝福の要として祈られている。後に、イザヤ7章では神に頼ろうとしない王への厳しい叱責が語られているので注目したい。そこにあることは、やがてキリストが到来されることにもつながる。
 
 
申命記　33:8-11
　レビは祭司の家系が属するものであり、また民のために神にある奉仕に携わる責任も与えられていた。そんな重責ある部族について、モーセはやはり初めの方で取り上げて、彼らがその使命を真っ直ぐに生きられるように、全ての面での支えの必要性を祈り求めている。神によって導かれ、強められてこそ、その人は大切な業を遂行できるのだから。
 
 
申命記　33:12
 　ベニヤミンは末の弟から出た部族だ。相変わらず、その民はイスラエル全体にとってかわいい存在だったのもしれない。でも、モーセの後、士師記の時代にはこの民はイスラエル全体と対峙して、あやうく部族全体の壊滅を見るところだった。主に愛されているもの、人々から愛されている者であっても、彼ら自身の心が神に向いていなかったら、そういう良い評判だけではどうにもならないのだ。
 
 
申命記　33:13-17
　ヨセフはヤコブの継承者としての位置づけが強い。もっとも十二部族の場合はその全体でアブラハムの約束を継承したのでもあるが。マナセとエフライムの二部族であることもあって、その後もイスラエル全体の盟主的役割を果たすことになり、やがては北イスラエル王国の軸となる。そんな部族への祝福は、民全体の幸いにもつながる大事であったから、モーセの祈りも力強いものとなっている。
 
 
申命記　33:18-25
　これらの諸部族については、ひとまとめに触れておくことにする。失礼じゃないか、と言われそうだけれども、イスラエルの歴史においても、さほど目立つ存在ではない。ないのだが、でも、祝福そのものはちゃんと祈られ、求められていることにも注目したい。人それぞれに役目は違い、果たす効果も違う。でも、神が備えてくださる幸いは、それとは別にちゃんと整っている。人は目立つことや世の中での称賛の類を幸いと思いやすいので、自分たちは忘れられていると言いやすいが、真の幸いはもっと別のところにあるはずだ。
 
 
申命記　33:26-29
　エシュルンとはイスラエルの別名だ。神がこの民をどれほど顧みてくださっているか、その愛と祝福に満たされて、この民は歩み進んでいくことができるのだとモーセは語る。ただそれは、民自身もまた神を求め、共に歩むことを喜んでこそ、でもある。その後の歴史は、この民がせっかく与えられた幸いを投げ捨ててしまったことを物語っている。なお、部族の列挙にはシメオンの名がない。この部族は早い時期にユダ部族に吸収されたと言われている。
 
 
申命記　34:1-4
　モーセは、自らの過ちによって、約束の地に足を踏み入れることはできなかった。でも、それは彼個人の満足に関連する話であって、民を約束の地まで導いた功績は揺るぎないものだ。神はモーセを最大級に認めておられるし、喜び、評価し、ねぎらってもおられる。だから今、これから民の進む土地を神はモーセに見せてくださった。自分は行けない。でも、自分が願い続けてきたとおりに民は進んでいく。それを知り得たモーセは大きな満足を手にしたはずである。人は、自分の時にはゴールに至らないことも多々あるだろう。でもそれを人々が受け継いで成し遂げることを知り得るならば、これは存外の喜びであるだろう。神がそこにおられるからこそ、一人の生命を越えた業が確かに展開されていくのでもある。
 
 
申命記　34:5-8
　モーセの遺体は神によって葬られた。神ご自身の特別扱いである。モーセは衰えて、それで死を迎えたのではないと語られている。なすべき役目を終えたからこそ、神によって呼び戻されたのだ。人の生涯は様々で、120歳までというのは例外的だろうが、でも、その途中でもう自分は何もできない、だめだと思ってしまうのは悲しい。この存在は、神に呼び戻されるまでは、ちゃんと意味を持ち続けるのだから。
 
 
申命記　34:9-12
　ヨシュアはモーセの後を継いだが、その意味合いは全く違う。ヨシュアは優れた指導者だったが、モーセは神の心を人々に届けるという、重大な役目を果たし続けたのだ。彼は、神と「顔と顔とを合わせて」語り合う者であったのだ。今、キリストのゆえに私たちは、神と向き合って語ることのできる関係を手にした。それは旧約の民にとっては驚愕すべき幸いであったはずだ。この意義深さを決してないがしろにすまい。
 
 
 

※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
 
 
申命記　終了
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